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フォントを採用しています。

問合せ▶　環境政策課環境推進係（☎内線1883）

▲生ごみを中に入れて、しっかり
　混ぜます。

応募条件

　家庭から出る生ごみの減量とリサイクルの促
進を目的として、ダンボールコンポストのモニ
ターを募集します。
　ダンボールコンポストとは、ダンボールと母
材（土壌改良剤）を使った生ごみ処理器のこと

です。生ごみを投入して混ぜることで、微生物の力で生ごみが分
解され、熟成させると、堆肥として活用できます。一般的なコン
ポストと比べて、家庭で手軽に使うことができますので、興味が
ある人はぜひお試しください。

4 1

安中市公式SNSをご利用ください。

ク

200箱
限定
先着順

▲ダンボール（縦約35㎝×横約40㎝×高さ
　約40㎝）と母材、説明書を配布します。

対象者▶
市内在住（1世帯につき1つまで）で、①または②を満たす人
①使用後の結果や感想についてのアンケートに協力していただける人
②使用の経過をSNS（ツイッター・インスタグラムなど）で発信できる人
配布開始日▶5月2日（月）（予定）
※予約は4月1日（金）から受け付けます
配布場所▶
□ク 環境政策課または□松 総務管理課まで直接お越しください。



　18歳になると、親の同意なしに自分自身の判断のみで契約を結んだり、ローンを組むことが可能になる反面、
気をつけないとトラブルになってしまう場合があります。うまい話やもうけ話にはだまされないよう十分注意し
ましょう。

「成人」って？
　一般的な基準として、民法が定める
「成年」の年齢に達している人をいい
ます。一方、成年年齢に達していない
人は「未成年者」です。
　成年年齢に達した人は、法律上は父
母の親権に従わなくてもよいので、親
の同意がなくても、さまざまなことが
可能になります。

なんで18歳？
　若者の自己決定権を尊重し、積極的
な社会参加を促すことが目的です。世
界的にも18歳を成年年齢とすること
が主流になっています。
　なお、平成28年6月から公職選挙法
の選挙権年齢や憲法改正国民投票の投
票権年齢は18歳に引き下げられてい
ます。

成人式は…
　市では令和4年度以降の成人式について、これまでどおり20歳を対象年齢とします。

　なお、令和4年度（令和5年1月）開催の式典から名称を「安中市二十歳の集い」に変更します。

困ったら、市消費生活センターに相談
安中市消費生活センターでは、契約や買い物などで困ったことなどの相談を受け付けています。
お気軽にご相談ください。（☎382－2228）

○親の同意がなくても契約ができる
・携帯電話の契約　・ローンを組む
・クレジットカードをつくる
・ひとり暮らしの部屋を借りる　など
○10年有効のパスポート取得
○国家資格（公認会計士や司法書士など）の取得
○結婚年齢が男女とも18歳
○選挙に行って投票できる　　　など

○飲酒や喫煙
○公営ギャンブル（競馬、競輪など）
○大型、中型自動車免許の取得
○国民年金の被保険者資格　　　など
　（国民年金保険料の納付義務が発生するのも

20歳になってから）

23 2022年4月1日号安中市役所　☎027－382－1111

 

L
I
N
E 

で
聞
き
ま
し
た

ど
う
思
う
？
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

こ
う
思
っ
て
ま
す
！
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

特別に…。
…だったのに。

…のはずが。
みんなやってる…。

狙われています！
こんなトラブルに注意しましょう

18歳・19歳に気をつけてほしい消費者トラブル

　民
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
4
年（
2
0
2
2
年
）4
月
1
日
か
ら
成
年
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
18
歳
、
19
歳
に
達
し
て
い
る
人
は
そ
の
日

か
ら
新
「
成
人
」
で
す
。
成
人
に
な
る
と
、
「
オ
ト
ナ
」
と
し
て
、
社
会
と

関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
や
、
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
成
人
に
な
る
皆
さ
ん

★
18
歳
で
も
親
の
承
諾
な
く
で
き
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
大
人
の
仲
間
入
り
で
き
る
の
は

と
て
も
嬉
し
い
け
ど
、
20
歳
と
い
う
節
目
で

成
人
迎
え
る
方
が
嬉
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
感
が

倍
増
す
る
と
思
う
。

★
18
歳
が
成
人
扱
い
に
な
る
の
は
あ
ま
り
実

感
が
湧
か
な
い
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

家
を
買
う
契
約
を
18
歳
で
で
き
る
の
で
危
険

な
目
に
遭
わ
な
い
た
め
に
学
校
な
ど
で
よ
り

詳
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

成
人
の
皆
さ
ん

★
世
界
的
に
、
18
歳
を
成
人
と
し
て
い
る
国

が
多
い
よ
う
な
の
で
、
良
い
と
思
い
ま
す
。

本
人
た
ち
が
、
自
覚
で
き
る
よ
う
に
教
育
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

★
お
金
に
関
わ
る
事
で
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
そ

う
で
心
配

★
若
者
の
権
利
や
権
限
な
ど
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

反
面
、
個
人
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
社
会
を

十
分
に
知
ら
な
い
う
ち
に
、
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
こ
と
は
心
配
で
も
あ
る
。

20
歳
だ
と
し
て
も
同
様
か
も
知
れ
な
い
が
。

　市
公
式
L
I
N
E
で
、
成
年
年
齢
引
き
下

げ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
世
代
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

18
歳
か
ら
成
人
に

18歳になったら…

976人が
新 し く 成 人 に

（3月1日現在）

18歳 507人　19歳 469人

どうなる！？
できる こと できない こと

第
一
歩

踏
み出す

社
会
へ

オ
ト
ナ

オトナ

実
施
期
間

2
月
18
日（
金
）〜
27
日（
日
）

回
答
人
数

男
性
：
80
人
　女
性
：
1
2
0
人

（これまでと変わらないこと）

 １．副業・情報商材やマルチなどの“もうけ話”トラブル
 ２．エステや美容医療などの“美容関連”トラブル
 ３．健康食品や化粧品などの“定期購入”トラブル
 ４．誇大な広告や知り合った相手からの勧誘など“SNSきっかけ”
　　 トラブル
 ５．出会い系サイトやマッチングアプリの“出会い系”トラブル
 ６．デート商法などの“異性・恋愛関係”トラブル
 ７．就活商法やオーディション商法などの“仕事関連”トラブル
 ８．賃貸住宅や電力の契約など“新生活関連”トラブル
 ９．消費者金融からの借り入れやクレジットカードなどの“借金・クレカ”トラブル
10．スマホやネット回線などの“通信契約”トラブル　　　　　　　　　　　　　　（出典：国民生活センター）

あんなかし は  た  ち つど
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く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
1
人
1
人
が
気
を
つ

け
て
分
別
す
る
だ
け
で
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
り
ま
す
。

○
小
型
家
電（
横
30
㎝
×
縦
15
㎝
の
投
入
口

に
投
入
で
き
る
大
き
さ
の
家
電
）は
□本 

、
□松 

な
ど
市
内
5
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
小
型
家

電
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。

※
ご
み
の
分
別
、
拠
点
回
収
に
つ
い
て
は
、

3
月
中
旬
に
配
布
し
た
「
ご
み
収
集
日
程

表
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
令
和
元
年
度
の
群
馬
県
の
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
平
均
は
14
・
7
％
と
全
国
平
均
の

19
・
6
％
を
下
回
っ
て
い
る
中
で
、
安
中
市

は
11
・
0
％
と
さ
ら
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
を
き
ち
ん
と
分

別
し
、
捨
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ご
み
を
減
量
し
て
い
く
た
め
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
通
し
て
、
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
不
燃
物
の
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回

収
す
る
ご
み
の
中
に
は
、
分
別
す
れ
ば
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
「
飲
料
缶
」
「
び
ん
」
が
多

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
1
8
8
1
）

ク

new
s

景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の

　手
続
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
10
月
1
日
か
ら
景
観
計
画
、
景
観
条
例
な

ど
に
つ
い
て
施
行
・
運
用
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。
そ
こ
で
、
景
観
計
画
の
施
行
・
運
用

に
向
け
て
、
景
観
行
政
に
関
係
す
る
事
業
に

携
わ
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
届
出
な
ど
の
手

続
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
用
紙
を
窓
口
に
持

参
、
も
し
く
は
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
4
月
20
日（
水
）午
後
2
時
〜

場
所
▼
□本 

3
0
5
会
議
室

内
容
▼
景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の
手

続
に
関
す
る
こ
と

対
象
者
▼
景
観
行
政
に
関
係
す
る
事
業
に
携

わ
る
事
業
者
・
市
民

申
込
期
限
▼
4
月
18
日（
月
）

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

都
市
整
備
課
計
画
係

（
☎
内
線
1
2
1
2
）

E-m
ail:toshi@

city.annaka.lg.jp

景
観
法
に
基
づ
く

　「
安
中
市
景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
安
中
市
景
観
計
画
は
、
良
好
な
景
観
形
成

に
向
け
た
基
本
方
針
や
、
届
出
が
必
要
と
な

る
建
築
な
ど
の
行
為
の
種
別
お
よ
び
規
模
な

ど
、
地
域
の
個
性
や
特
徴
を
活
か
し
た
景
観

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
指
針
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら
景
観
計

画
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す（
※
）。

　
冊
子
は
□本 

都
市
整
備
課
の
ほ
か
、
安
中
市

図
書
館
・
松
井
田
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

※
9
月
30
日
ま
で
は
、
群
馬
県
景
観
条
例
に

基
づ
く
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す 魅
力
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　進
め
て
い
き
ま
す

都
市
整
備
課
計
画
係
（
☎
内
線
1
2
1
2
）

本

new
s

　
市
は
、
犯
罪
被
害
者
等
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
う
社
会
を
目
指
し
て
「
安
中
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
お
よ
び
「
安
中
市
犯
罪

被
害
者
等
見
舞
金
支
給
要
綱
」
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

　
誰
も
が
、
あ
る
日
突
然
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
・
遺
族
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

犯
罪
被
害
者
等
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
直
接

的
な
被
害
に
加
え
、
周
囲
の
無
理
解
や
配
慮

に
欠
け
た
対
応
な
ど
に
よ
る
間
接
的
な
被
害

に
も
苦
し
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
犯
罪
被
害
者
等
が
元

の
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
安
中
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら

「
安
中
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 施
行
し
ま
す

市
民
課
市
民
相
談
室
（
☎
内
線
1
2
0
8
）

本

new
s

相談及び情報の提供等（第7条）
　市民相談室に総合相談窓口を設置しました。総合的な支援体制を整備し、犯罪被害者等か
らの相談や、必要な情報の提供を行います。

経済的な支援（第9条）
　被害者が重傷病を負った場合は「重傷病見舞金」を支給します。また、被害者が亡くなら
れた場合は、遺族に対して「遺族見舞金」を支給します。

（被害者・遺族ともに被害当時安中市民であった場合）

居住の安定のための施策（第11条）
　犯罪等・二次的被害・再被害により従前の住宅に居住することが困難となった場合、一時
的に住居の提供をします。

広報及び啓発（第14条）
　犯罪被害者等が地域社会から孤立しないように、また、支援の必要性などについて市民や
事業者等に理解を深めていただくために、広報活動や啓発活動を行います。

犯罪被害者等が直面するさまざまな問題

条例に基づく支援の一部

犯罪被害者等の支援を実効的なものにするためには
市民の皆さんの協力が不可欠です。

ご理解・ご協力をお願いします

捜査・裁判など
に伴う

さまざまな問題

周囲の言動に
よる傷つき
（二次的被害）

加害者からの
更なる被害
（再被害）

心身の
不調

生活上の問題
など…

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

飲　料　缶
飲料用の缶のみ（アルミ、スチール）

○中身をすべて出して、中をすすいでください。
○アルミ缶とスチール缶はまとめて出せます。
※飲料用以外の缶（缶詰、一斗缶）などは
「不燃物」で出してください

び　ん
飲料用、食料用、調味料、化粧品、

飲み薬などのびん

○中身をすべて出して、中をすすいでください。
○ふたは必ずはずしてください。
○リターナブル瓶（ビール瓶、牛乳瓶など）

は、できるだけ販売店へ戻しましょう。
※ガラス製品、薬品（農薬、劇薬）のびんは
「不燃物」で出してください

安中市
マスコットキャラクター

こうめちゃん
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く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
1
人
1
人
が
気
を
つ

け
て
分
別
す
る
だ
け
で
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
り
ま
す
。

○
小
型
家
電（
横
30
㎝
×
縦
15
㎝
の
投
入
口

に
投
入
で
き
る
大
き
さ
の
家
電
）は
□本 

、
□松 

な
ど
市
内
5
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
小
型
家

電
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。

※
ご
み
の
分
別
、
拠
点
回
収
に
つ
い
て
は
、

3
月
中
旬
に
配
布
し
た
「
ご
み
収
集
日
程

表
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
令
和
元
年
度
の
群
馬
県
の
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
平
均
は
14
・
7
％
と
全
国
平
均
の

19
・
6
％
を
下
回
っ
て
い
る
中
で
、
安
中
市

は
11
・
0
％
と
さ
ら
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
を
き
ち
ん
と
分

別
し
、
捨
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ご
み
を
減
量
し
て
い
く
た
め
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
通
し
て
、
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
不
燃
物
の
日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回

収
す
る
ご
み
の
中
に
は
、
分
別
す
れ
ば
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
「
飲
料
缶
」
「
び
ん
」
が
多

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
1
8
8
1
）

ク

new
s

景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の

　手
続
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
10
月
1
日
か
ら
景
観
計
画
、
景
観
条
例
な

ど
に
つ
い
て
施
行
・
運
用
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。
そ
こ
で
、
景
観
計
画
の
施
行
・
運
用

に
向
け
て
、
景
観
行
政
に
関
係
す
る
事
業
に

携
わ
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
届
出
な
ど
の
手

続
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
用
紙
を
窓
口
に
持

参
、
も
し
く
は
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
4
月
20
日（
水
）午
後
2
時
〜

場
所
▼
□本 

3
0
5
会
議
室

内
容
▼
景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の
手

続
に
関
す
る
こ
と

対
象
者
▼
景
観
行
政
に
関
係
す
る
事
業
に
携

わ
る
事
業
者
・
市
民

申
込
期
限
▼
4
月
18
日（
月
）

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

都
市
整
備
課
計
画
係

（
☎
内
線
1
2
1
2
）

E-m
ail:toshi@

city.annaka.lg.jp

景
観
法
に
基
づ
く

　「
安
中
市
景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
安
中
市
景
観
計
画
は
、
良
好
な
景
観
形
成

に
向
け
た
基
本
方
針
や
、
届
出
が
必
要
と
な

る
建
築
な
ど
の
行
為
の
種
別
お
よ
び
規
模
な

ど
、
地
域
の
個
性
や
特
徴
を
活
か
し
た
景
観

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
指
針
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら
景
観
計

画
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す（
※
）。

　
冊
子
は
□本 

都
市
整
備
課
の
ほ
か
、
安
中
市

図
書
館
・
松
井
田
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

※
9
月
30
日
ま
で
は
、
群
馬
県
景
観
条
例
に

基
づ
く
届
出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す 魅
力
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　進
め
て
い
き
ま
す

都
市
整
備
課
計
画
係
（
☎
内
線
1
2
1
2
）

本

new
s

　
市
は
、
犯
罪
被
害
者
等
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
う
社
会
を
目
指
し
て
「
安
中
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
お
よ
び
「
安
中
市
犯
罪

被
害
者
等
見
舞
金
支
給
要
綱
」
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

　
誰
も
が
、
あ
る
日
突
然
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
・
遺
族
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

犯
罪
被
害
者
等
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
直
接

的
な
被
害
に
加
え
、
周
囲
の
無
理
解
や
配
慮

に
欠
け
た
対
応
な
ど
に
よ
る
間
接
的
な
被
害

に
も
苦
し
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
犯
罪
被
害
者
等
が
元

の
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
安
中
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら

「
安
中
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 施
行
し
ま
す

市
民
課
市
民
相
談
室
（
☎
内
線
1
2
0
8
）

本

new
s

相談及び情報の提供等（第7条）
　市民相談室に総合相談窓口を設置しました。総合的な支援体制を整備し、犯罪被害者等か
らの相談や、必要な情報の提供を行います。

経済的な支援（第9条）
　被害者が重傷病を負った場合は「重傷病見舞金」を支給します。また、被害者が亡くなら
れた場合は、遺族に対して「遺族見舞金」を支給します。

（被害者・遺族ともに被害当時安中市民であった場合）

居住の安定のための施策（第11条）
　犯罪等・二次的被害・再被害により従前の住宅に居住することが困難となった場合、一時
的に住居の提供をします。

広報及び啓発（第14条）
　犯罪被害者等が地域社会から孤立しないように、また、支援の必要性などについて市民や
事業者等に理解を深めていただくために、広報活動や啓発活動を行います。

犯罪被害者等が直面するさまざまな問題

条例に基づく支援の一部

犯罪被害者等の支援を実効的なものにするためには
市民の皆さんの協力が不可欠です。

ご理解・ご協力をお願いします

捜査・裁判など
に伴う

さまざまな問題

周囲の言動に
よる傷つき
（二次的被害）

加害者からの
更なる被害
（再被害）

心身の
不調

生活上の問題
など…

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

飲　料　缶
飲料用の缶のみ（アルミ、スチール）

○中身をすべて出して、中をすすいでください。
○アルミ缶とスチール缶はまとめて出せます。
※飲料用以外の缶（缶詰、一斗缶）などは
「不燃物」で出してください

び　ん
飲料用、食料用、調味料、化粧品、

飲み薬などのびん

○中身をすべて出して、中をすすいでください。
○ふたは必ずはずしてください。
○リターナブル瓶（ビール瓶、牛乳瓶など）

は、できるだけ販売店へ戻しましょう。
※ガラス製品、薬品（農薬、劇薬）のびんは
「不燃物」で出してください

安中市
マスコットキャラクター

こうめちゃん



　
50
歳
以
上
の
人
は
、
市
の
胃
が
ん
検
診
で

胃
内
視
鏡
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
内
容
を
確
認

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

　
50
歳
以
上（
令
和
5
年
3
月
31
日
時
点
）

で
、
次
の
項
目
に
該
当
し
な
い
人
が
対
象
で

す（
該
当
す
る
人
は
検
査
で
き
ま
せ
ん
）。

①
消
化
性
潰
瘍
な
ど
の
胃
の
病
気
で
治
療
中

ま
た
は
経
過
観
察
中
の
人（
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

中
の
人
を
含
む
）

②
胃
の
不
快
感
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
人

③
胃
を
す
べ
て
と
る
手
術
を
受
け
た
人

④
病
気
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
中
の
人

※
①
〜
④
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
検
診

時
に
お
い
て
医
師
の
判
断
に
よ
り
検
査
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

検
査
実
施
期
間
▼

6
月
1
日（
水
）〜
令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）

検
診
機
関
▼
下
表
の
と
お
り
　

指
定
医
療
機
関
以
外
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

検
査
内
容
▼
経
口
ま
た
は
経
鼻
内
視
鏡
検
査

定
員
▼
先
着
6
0
0
人

（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

※
申
込
み
を
し
た
人
に
は
5
月
下
旬
に
通
知

（
受
診
券
な
ど
）を
郵
送
し
ま
す

自
己
負
担
額
▼

3
，
0
0
0
円（
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
）

申
込
み
▼

　
電
話
で
、
□本 

健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線
１

１
７
２
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
▼

4
月
21
日（
木
）午
前
8
時
30
分
〜

注
意
事
項
▼

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
検
診
時
期
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
胃
内
視
鏡
検
診
の
受
診
は
2
年
に
1
回
で

す
。

※
昨
年
度
、
胃
内
視
鏡
検
診
を
受
診
し
た
人

は
、
今
年
度
の
胃
内
視
鏡
検
診
を
受
診
で
き

ま
せ
ん
が
、
胃
X
線
検
診（
バ
リ
ウ
ム
）は
受

診
で
き
ま
す

●
今
年
度
、
胃
内
視
鏡
検
診
を
受
診
し
た
場

合
、
来
年
度
の
胃
内
視
鏡
検
診
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

●
今
年
度
、
胃
内
視
鏡
検
診
に
申
込
み
、
受

診
し
た
人
は
、
胃
X
線
検
診（
バ
リ
ウ
ム
）は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
今
年
度
、
国
保
・
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
に

申
込
み
を
し
た
人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
胃
内
視
鏡
検
診
に
申
込
み
、
受
診
券
・
受

診
シ
ー
ル
を
紛
失
し
た
人
は
、
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
□本 

健
康
づ
く
り
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

50
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　胃
内
視
鏡
検
査
の
ご
案
内
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医
　療
　機
　関
　名

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

正
田
病
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

藤
巻
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

住
　
　所

岩
井
2
4
6
5

－

1

松
井
田
町
松
井
田
9
0
3

－

1

原
市
1

－

9

－

1

郷
原
1
3
0

－

5

安
中
1

－

16

－

32

安
中
3
5
3
2

－

5

松
井
田
町
松
井
田
3
7
2

松
井
田
町
松
井
田
5
5
6

鷺
宮
2
0
5

－

1

松
井
田
町
新
堀
1
3
0
0

－

1

原
市
3
8
7
5

電
話
番
号

☎
3
8
1

－

2
2
0
1

☎
3
9
3

－

5
3
1
1

☎
3
8
5

－

8
2
2
1

☎
3
8
5

－

8
5
5
1

☎
3
9
5

－

5
5
6
6

☎
3
8
2

－

3
1
3
1

☎
3
9
3

－

1
7
3
1

☎
3
9
3

－

1
3
2
4

☎
3
8
2

－

1
2
5
5

☎
3
9
3

－

1
3
0
1

☎
3
8
4

－

1
1
2
6

令
和
4
年
度
胃
内
視
鏡
検
診
実
施
医
療
機
関

（
50
音
順
）

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）　

本

health
　
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
お
よ

び
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
を
対
象
に
「
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
」
の
検
診
費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
市
役
所
窓
口
も
し
く
は
電

子
申
請
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

と
、
特
定
健
康
診
査（
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
）を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
40
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人
で
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）に
該
当
す

る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
、
特
定
保

健
指
導
利
用
券
と
利
用
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
特
定
保
健
指
導
を
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者
▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク

昭
和
62
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
令
和

4
年
4
月
1
日
現
在
、
安
中
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
の
人（
1
世
帯
2
人
ま
で
）

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
　

令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

受
付
期
間
・
場
所
▼

○
4
月
14
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時

□本 

保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
・
□松 

住
民
福
祉
課
窓

口○
4
月
15
日（
金
）〜
28
日（
木
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
日
除
く
）

□本 

国
保
年
金
課
窓
口
・
□松 

住
民
福
祉
課
窓
口

〇
4
月
14
日（
木
）午
前
10
時
〜
28
日（
木
）午

後
5
時
15
分

ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

（
下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
請
で
き
ま
す
）

※
混
雑
緩
和
の
た
め
、
電
子
申
請
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
申
込
み
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

受
付
時
に
持
参
す
る
も
の
▼

受
診
す
る
人
の
保
険
証

検
診
費
助
成
金
▼
2
3
，
6
0
0
円

（
眼
底
検
査
実
施
時
2
4
，
8
1
0
円
）

※
検
診
費
は
3
8
，
2
0
0
円（
眼
底
検
査

実
施
時
3
9
，
4
3
2
円
）で
す
。
助
成
金

と
の
差
額
が
自
己
負
担
額
で
す

※
50
歳
以
上
の
男
性
は
、
人
間
ド
ッ
ク
負
担

金
と
別
に
5
1
0
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）を

負
担
す
る
と
前
立
腺
が
ん
検
診
が
同
時
に
受

け
ら
れ
ま
す

※
追
加
分
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
視
力
検
査
・

聴
力
検
査
・
C
A
19

－

9（
膵
臓
が
ん
マ
ー

カ
ー
）検
査
ほ
か
）な
ど
が
可
能
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
下
表
の
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

受
診
期
間
▼
6
月
〜
12
月

※
休
診
日
は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

検
診
機
関
▼
下
表
の
と
お
り

注
意
事
項
▼

　
検
診
費
助
成
が
決
定
し
た
人
が
検
診
日
当

日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は

安
中
市
国
民
健
康
保
険
、
群
馬
県
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
喪
失
後
に
受
診
し
た

場
合
、
検
診
費
助
成
金
は
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
ま

た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
の
重
複
受
診

は
で
き
ま
せ
ん
。
重
複
受
診
し
た
場
合
、
受

診
費
用
は
全
額
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

ー 

年
に
1
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を 

ー

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

令和4年度　人間ドック実施医療機関
医療機関名

有坂内科医院
いわい中央クリニック
公立碓氷病院
櫻井内科医院
正田病院
須藤病院
田口医院
藤巻医院
本多病院
松井田病院
みやぐち医院

住　　　所
安中1－29－1
岩井2465－1
原市1－9－10
郷原130－5
安中1－16－32
安中3532－5
松井田町松井田372
松井田町松井田556
鷺宮205－1
松井田町新堀1300－1
原市3875

電話番号
☎381－0485
☎381－2201
☎385－8221
☎385－8551
☎395－5566
（検診受付窓口）
☎382－3131
☎393－1731
☎393－1324
☎382－1255
☎393－1301
☎384－1126

（50音順）

混雑緩和のため、
電子申請をご利用ください
ぐんま電子申請受付システ
ムを利用した申請方法で
す。下記の2次元コードを
読み取り、申請をしてくだ
さい。

health



　
50
歳
以
上
の
人
は
、
市
の
胃
が
ん
検
診
で

胃
内
視
鏡
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
内
容
を
確
認

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

　
50
歳
以
上（
令
和
5
年
3
月
31
日
時
点
）

で
、
次
の
項
目
に
該
当
し
な
い
人
が
対
象
で

す（
該
当
す
る
人
は
検
査
で
き
ま
せ
ん
）。

①
消
化
性
潰
瘍
な
ど
の
胃
の
病
気
で
治
療
中

ま
た
は
経
過
観
察
中
の
人（
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

中
の
人
を
含
む
）

②
胃
の
不
快
感
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
人

③
胃
を
す
べ
て
と
る
手
術
を
受
け
た
人

④
病
気
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
中
の
人

※
①
〜
④
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
検
診

時
に
お
い
て
医
師
の
判
断
に
よ
り
検
査
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

検
査
実
施
期
間
▼

6
月
1
日（
水
）〜
令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）

検
診
機
関
▼
下
表
の
と
お
り
　

指
定
医
療
機
関
以
外
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

検
査
内
容
▼
経
口
ま
た
は
経
鼻
内
視
鏡
検
査

定
員
▼
先
着
6
0
0
人

（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

※
申
込
み
を
し
た
人
に
は
5
月
下
旬
に
通
知

（
受
診
券
な
ど
）を
郵
送
し
ま
す

自
己
負
担
額
▼

3
，
0
0
0
円（
生
活
保
護
受
給
者
は
免
除
）

申
込
み
▼

　
電
話
で
、
□本 

健
康
づ
く
り
課（
☎
内
線
１

１
７
２
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
▼

4
月
21
日（
木
）午
前
8
時
30
分
〜

注
意
事
項
▼

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
検
診
時
期
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
胃
内
視
鏡
検
診
の
受
診
は
2
年
に
1
回
で

す
。

※
昨
年
度
、
胃
内
視
鏡
検
診
を
受
診
し
た
人

は
、
今
年
度
の
胃
内
視
鏡
検
診
を
受
診
で
き

ま
せ
ん
が
、
胃
X
線
検
診（
バ
リ
ウ
ム
）は
受

診
で
き
ま
す

●
今
年
度
、
胃
内
視
鏡
検
診
を
受
診
し
た
場

合
、
来
年
度
の
胃
内
視
鏡
検
診
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

●
今
年
度
、
胃
内
視
鏡
検
診
に
申
込
み
、
受

診
し
た
人
は
、
胃
X
線
検
診（
バ
リ
ウ
ム
）は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
今
年
度
、
国
保
・
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
に

申
込
み
を
し
た
人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
胃
内
視
鏡
検
診
に
申
込
み
、
受
診
券
・
受

診
シ
ー
ル
を
紛
失
し
た
人
は
、
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
□本 

健
康
づ
く
り
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

50
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　胃
内
視
鏡
検
査
の
ご
案
内
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医
　療
　機
　関
　名

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

正
田
病
院

須
藤
病
院

田
口
医
院

藤
巻
医
院

本
多
病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

住
　
　所

岩
井
2
4
6
5

－

1

松
井
田
町
松
井
田
9
0
3

－

1

原
市
1

－

9

－

1

郷
原
1
3
0

－

5

安
中
1

－

16

－

32

安
中
3
5
3
2

－

5

松
井
田
町
松
井
田
3
7
2

松
井
田
町
松
井
田
5
5
6

鷺
宮
2
0
5

－

1

松
井
田
町
新
堀
1
3
0
0

－
1

原
市
3
8
7
5

電
話
番
号

☎
3
8
1

－

2
2
0
1

☎
3
9
3

－

5
3
1
1

☎
3
8
5

－

8
2
2
1

☎
3
8
5

－

8
5
5
1

☎
3
9
5

－

5
5
6
6

☎
3
8
2

－
3
1
3
1

☎
3
9
3

－
1
7
3
1

☎
3
9
3

－

1
3
2
4

☎
3
8
2

－

1
2
5
5

☎
3
9
3

－

1
3
0
1

☎
3
8
4

－

1
1
2
6

令
和
4
年
度
胃
内
視
鏡
検
診
実
施
医
療
機
関

（
50
音
順
）

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）　

本

health

　
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
お
よ

び
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
を
対
象
に
「
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
」
の
検
診
費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
市
役
所
窓
口
も
し
く
は
電

子
申
請
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

と
、
特
定
健
康
診
査（
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
）を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
40
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人
で
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）に
該
当
す

る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
、
特
定
保

健
指
導
利
用
券
と
利
用
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
特
定
保
健
指
導
を
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者
▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク

昭
和
62
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
令
和

4
年
4
月
1
日
現
在
、
安
中
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
の
人（
1
世
帯
2
人
ま
で
）

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
　

令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し

て
い
る
人

受
付
期
間
・
場
所
▼

○
4
月
14
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時

□本 
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
・
□松 

住
民
福
祉
課
窓

口○
4
月
15
日（
金
）〜
28
日（
木
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
日
除
く
）

□本 

国
保
年
金
課
窓
口
・
□松 

住
民
福
祉
課
窓
口

〇
4
月
14
日（
木
）午
前
10
時
〜
28
日（
木
）午

後
5
時
15
分

ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

（
下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
請
で
き
ま
す
）

※
混
雑
緩
和
の
た
め
、
電
子
申
請
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
申
込
み
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

受
付
時
に
持
参
す
る
も
の
▼

受
診
す
る
人
の
保
険
証

検
診
費
助
成
金
▼
2
3
，
6
0
0
円

（
眼
底
検
査
実
施
時
2
4
，
8
1
0
円
）

※
検
診
費
は
3
8
，
2
0
0
円（
眼
底
検
査

実
施
時
3
9
，
4
3
2
円
）で
す
。
助
成
金

と
の
差
額
が
自
己
負
担
額
で
す

※
50
歳
以
上
の
男
性
は
、
人
間
ド
ッ
ク
負
担

金
と
別
に
5
1
0
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）を

負
担
す
る
と
前
立
腺
が
ん
検
診
が
同
時
に
受

け
ら
れ
ま
す

※
追
加
分
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
視
力
検
査
・

聴
力
検
査
・
C
A
19

－

9（
膵
臓
が
ん
マ
ー

カ
ー
）検
査
ほ
か
）な
ど
が
可
能
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
下
表
の
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

受
診
期
間
▼
6
月
〜
12
月

※
休
診
日
は
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

検
診
機
関
▼
下
表
の
と
お
り

注
意
事
項
▼

　
検
診
費
助
成
が
決
定
し
た
人
が
検
診
日
当

日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は

安
中
市
国
民
健
康
保
険
、
群
馬
県
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
喪
失
後
に
受
診
し
た

場
合
、
検
診
費
助
成
金
は
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
ま

た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
の
重
複
受
診

は
で
き
ま
せ
ん
。
重
複
受
診
し
た
場
合
、
受

診
費
用
は
全
額
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

ー 

年
に
1
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を 

ー

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
ご
案
内

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

令和4年度　人間ドック実施医療機関
医療機関名

有坂内科医院
いわい中央クリニック
公立碓氷病院
櫻井内科医院
正田病院
須藤病院
田口医院
藤巻医院
本多病院
松井田病院
みやぐち医院

住　　　所
安中1－29－1
岩井2465－1
原市1－9－10
郷原130－5
安中1－16－32
安中3532－5
松井田町松井田372
松井田町松井田556
鷺宮205－1
松井田町新堀1300－1
原市3875

電話番号
☎381－0485
☎381－2201
☎385－8221
☎385－8551
☎395－5566
（検診受付窓口）
☎382－3131
☎393－1731
☎393－1324
☎382－1255
☎393－1301
☎384－1126

（50音順）

混雑緩和のため、
電子申請をご利用ください
ぐんま電子申請受付システ
ムを利用した申請方法で
す。下記の2次元コードを
読み取り、申請をしてくだ
さい。

health



児
童
手
当

　
15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。（
日
本
国
内
に
居
住
す
る
場
合
）

○
支
給
額（
月
額
）

0
歳
か
ら
3
歳
未
満

1
5
，
0
0
0
円（
一
律
）

3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

1
0
，
0
0
0
円

（
第
3
子
以
降
は
1
5
，
0
0
0
円
）

中
学
生
　
1
0
，
0
0
0
円（
一
律
）

特
例
給
付（
所
得
制
限
限
度
額
以
上
）

5
，
0
0
0
円（
一
律
）

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

※
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
市
と
勤
務
先
へ

の
届
出
が
必
要
で
す

※
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
所
得

制
限
上
限
額
が
設
け
ら
れ
、
児
童
を
養
育
す

る
主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が
所
得
制
限

上
限
額
以
上
の
場
合
、
令
和
4
年
6
月
分（
令

和
4
年
10
月
支
給
分
）か
ら
特
例
給
付
が
支

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
6
月

に
届
出
義
務
の
あ
る
現
況
届
に
つ
い
て
、
一

部
の
人
を
除
き
、
届
出
が
不
要
と
な
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当

　
児
童（
18
歳
到
達
年
度
の
末
日（
一
定
基
準

以
上
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）ま

で
）を
監
護
す
る
母
、
児
童
を
監
護
し
生
計

を
同
じ
く
す
る
父
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手

当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
、
ひ
と
り
親
も
し

く
は
ひ
と
り
親
に
相
当
す
る
状
態
に
あ
る
児

童（
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
・
父
ま
た
は
母

が
一
定
基
準
以
上
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
な
ど
）で
す
。

○
支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）

全
部
支
給
の
場
合

第
1
子
　
4
3
，
0
7
0
円

第
2
子
　
1
0
，
1
7
0
円

第
3
子
　
　
6
，
1
0
0
円

一
部
支
給
の
場
合

所
得
に
応
じ
て
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
限

度
額
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
年
度
の
手
当
に

つ
い
て
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん※
受
給
資
格
要
件
や
所
得
制
限
限
度
額
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
8
月
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

畑
に
設
置
す
る
柵
の
購
入
費
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
　

○
対
象
者

・
市
内
の
農
地
を
所
有
、
ま
た
は
借
り
て
耕

作
し
て
い
る
人（
貸
借
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
に
届
け
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
で
い
る
こ

と
）

・
過
去
7
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補
助
を

受
け
て
い
な
い
土
地

・
原
則
、
受
益
者
が
2
戸
以
上
で
申
請

○
補
助
金
額

・
資
材
購
入
費
の
半
額

（
補
助
額
上
限
は
1
2
5
，
0
0
0
円
、

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

鳥
獣
を
捕
獲
し
た
い
と
き

○
小
動
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な

ど
）

　
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申

請
す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

（
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で
、

小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）

○
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

　
狩
猟
免
許
所
持
者
は
、
市
へ
申
請
す
る
こ

と
で
猟
期
外
も
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

（
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目
的
で
、
捕
獲
檻

を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
実
績

　
市
は
、
有
害
鳥
獣
の
適
切
な
捕
獲
を
行
っ

て
い
ま
す（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計

画
に
基
づ
く
）。

　
そ
の
た
め
、
捕
獲
用
の
ワ
ナ
を
皆
さ
ん
の

所
有
地
に
設
置
の
お
願
い
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
主

に
左
表
の
動
物
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母（
ど
ち
ら
か

所
得
の
高
い
方
が
受
給
者
と
な
る
）、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
　

○
支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）　

1
級
…
5
2
，
4
0
0
円

2
級
…
3
4
，
9
0
0
円

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

給
で
き
る
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
所
得
に
応
じ
て
、
そ
の
年
度
の
手
当
の

全
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

※
受
給
資
格
要
件
、
障
害
の
程
度
、
所
得
制

限
限
度
額
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
8
月
に
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

手
当
の
支
給
は
原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分

か
ら
開
始
し
ま
す

　な
お
、
受
給
中
に
次
の
事
由
が
生
じ
た
と

き
は
手
続
が
必
要
で
す
。

・
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

・
対
象
児
童
が
増
え
た
と
き
、
減
っ
た
と
き

・
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
　
な
ど

※
手
続
が
遅
れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な
い

月
が
生
じ
た
り
、
受
給
し
た
手
当
を
返
還
し

て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

※
各
手
当
に
関
す
る
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
児
：
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
人
。
た
だ
し
、
障
害
を
支
給
事

由
と
す
る
給
付
を
受
け
て
い
る
人
や
社
会
福

祉
施
設
な
ど
へ
入
所
中
の
人
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）

1
4
，
8
5
0
円

特
別
障
害
者
手
当

対
象
者
：
在
宅
で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
入
所
中
や
病
院
に
3

か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）

2
7
，
3
0
0
円

※
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
と
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す

※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
額

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
8
月
に
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

※
受
給
資
格
要
件
、
障
害
の
程
度
、
所
得
制

限
限
度
額
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
受
給
中
に
次
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
手

続
が
必
要
で
す
。

・
病
院
・
老
人
保
健
福
祉
施
設
・
障
害
者
支

援
施
設
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
入

院
ま
た
は
入
所
し
た
と
き

・
受
給
者
が
、
死
亡
ま
た
は
転
出
し
た
と
き

・
症
状
が
回
復
し
、
受
給
程
度

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

※
各
手
当
に
関
す
る
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

児
童
に
関
す
る
手
当
・

　
　福
祉
に
関
す
る
手
当
の
ご
案
内

本本松
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
（
☎
内
線
１
１
６
１
）

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
☎
内
線
１
１
５
９
）

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
３
）

new
s野

生
動
物
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

イノシシの生息数が大幅に減少
イノシシが減少した今こそ、やるべきこと

しっかりと柵を張る（再び、畑をエサ場と学習させない）
イノシシはいなくなった訳ではありません。
今年の春、被害にあえば、来年も再来年も被害にあうことが予想されます。

松
農
林
課
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
2
6
1
8
）

new
s
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単位：頭

※令和3年度は、令和3年4月1日～令和4年1月31日の値

◎：とても優れている　○：優れている　△：劣っている　×とても劣っている

令和
3年度

267

149

114

129

12

令和
2年度

286

219

170

120

11

令和
元年度

1,001

204

123

90

29

平成
30年度

563

197

141

65

28

種　類

金網柵

トタン柵

電気柵

費　　用

100,000円
（1mあたり1,000円）

125,000円
（1mあたり1,250円）

30,000円～
100,000円

設置労力

○

△

◎

管理

○

◎

×

効果

○

◎

△

備　考

ワイヤーメッシュと
ハウスパイプで作製

作物を見せないこと
で侵入意欲を削ぐ

適切に管理しなけ
れば効果がない

オススメの防除柵（イノシシ用）



児
童
手
当

　
15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。（
日
本
国
内
に
居
住
す
る
場
合
）

○
支
給
額（
月
額
）

0
歳
か
ら
3
歳
未
満

1
5
，
0
0
0
円（
一
律
）

3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

1
0
，
0
0
0
円

（
第
3
子
以
降
は
1
5
，
0
0
0
円
）

中
学
生
　
1
0
，
0
0
0
円（
一
律
）

特
例
給
付（
所
得
制
限
限
度
額
以
上
）

5
，
0
0
0
円（
一
律
）

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

※
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
市
と
勤
務
先
へ

の
届
出
が
必
要
で
す

※
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
所
得

制
限
上
限
額
が
設
け
ら
れ
、
児
童
を
養
育
す

る
主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が
所
得
制
限

上
限
額
以
上
の
場
合
、
令
和
4
年
6
月
分（
令

和
4
年
10
月
支
給
分
）か
ら
特
例
給
付
が
支

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
6
月

に
届
出
義
務
の
あ
る
現
況
届
に
つ
い
て
、
一

部
の
人
を
除
き
、
届
出
が
不
要
と
な
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当

　
児
童（
18
歳
到
達
年
度
の
末
日（
一
定
基
準

以
上
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）ま

で
）を
監
護
す
る
母
、
児
童
を
監
護
し
生
計

を
同
じ
く
す
る
父
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手

当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
、
ひ
と
り
親
も
し

く
は
ひ
と
り
親
に
相
当
す
る
状
態
に
あ
る
児

童（
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
・
父
ま
た
は
母

が
一
定
基
準
以
上
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
な
ど
）で
す
。

○
支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）

全
部
支
給
の
場
合

第
1
子
　
4
3
，
0
7
0
円

第
2
子
　
1
0
，
1
7
0
円

第
3
子
　
　
6
，
1
0
0
円

一
部
支
給
の
場
合

所
得
に
応
じ
て
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
、
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
限

度
額
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
年
度
の
手
当
に

つ
い
て
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん※
受
給
資
格
要
件
や
所
得
制
限
限
度
額
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
8
月
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

畑
に
設
置
す
る
柵
の
購
入
費
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
　

○
対
象
者

・
市
内
の
農
地
を
所
有
、
ま
た
は
借
り
て
耕

作
し
て
い
る
人（
貸
借
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
に
届
け
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
で
い
る
こ

と
）

・
過
去
7
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補
助
を

受
け
て
い
な
い
土
地

・
原
則
、
受
益
者
が
2
戸
以
上
で
申
請

○
補
助
金
額

・
資
材
購
入
費
の
半
額

（
補
助
額
上
限
は
1
2
5
，
0
0
0
円
、

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

鳥
獣
を
捕
獲
し
た
い
と
き

○
小
動
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な

ど
）

　
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
、
市
へ
申

請
す
る
こ
と
で
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

（
所
有
す
る
建
物
の
被
害
防
止
が
目
的
で
、

小
型
檻
を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）

○
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ

　
狩
猟
免
許
所
持
者
は
、
市
へ
申
請
す
る
こ

と
で
猟
期
外
も
捕
獲
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

（
所
有
地
の
被
害
防
止
が
目
的
で
、
捕
獲
檻

を
用
い
た
捕
獲
に
限
る
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
実
績

　
市
は
、
有
害
鳥
獣
の
適
切
な
捕
獲
を
行
っ

て
い
ま
す（
群
馬
県
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計

画
に
基
づ
く
）。

　
そ
の
た
め
、
捕
獲
用
の
ワ
ナ
を
皆
さ
ん
の

所
有
地
に
設
置
の
お
願
い
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
主

に
左
表
の
動
物
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母（
ど
ち
ら
か

所
得
の
高
い
方
が
受
給
者
と
な
る
）、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
　

○
支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）　

1
級
…
5
2
，
4
0
0
円

2
級
…
3
4
，
9
0
0
円

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

給
で
き
る
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
所
得
に
応
じ
て
、
そ
の
年
度
の
手
当
の

全
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

※
受
給
資
格
要
件
、
障
害
の
程
度
、
所
得
制

限
限
度
額
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
8
月
に
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

手
当
の
支
給
は
原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分

か
ら
開
始
し
ま
す

　な
お
、
受
給
中
に
次
の
事
由
が
生
じ
た
と

き
は
手
続
が
必
要
で
す
。

・
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

・
対
象
児
童
が
増
え
た
と
き
、
減
っ
た
と
き

・
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
　
な
ど

※
手
続
が
遅
れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な
い

月
が
生
じ
た
り
、
受
給
し
た
手
当
を
返
還
し

て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

※
各
手
当
に
関
す
る
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
児
：
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
人
。
た
だ
し
、
障
害
を
支
給
事

由
と
す
る
給
付
を
受
け
て
い
る
人
や
社
会
福

祉
施
設
な
ど
へ
入
所
中
の
人
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）

1
4
，
8
5
0
円

特
別
障
害
者
手
当

対
象
者
：
在
宅
で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
入
所
中
や
病
院
に
3

か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
　令
和
4
年
4
月
〜（
月
額
）

2
7
，
3
0
0
円

※
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
と
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す

※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
額

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
8
月
に
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

※
受
給
資
格
要
件
、
障
害
の
程
度
、
所
得
制

限
限
度
額
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
受
給
中
に
次
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
手

続
が
必
要
で
す
。

・
病
院
・
老
人
保
健
福
祉
施
設
・
障
害
者
支

援
施
設
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
入

院
ま
た
は
入
所
し
た
と
き

・
受
給
者
が
、
死
亡
ま
た
は
転
出
し
た
と
き

・
症
状
が
回
復
し
、
受
給
程
度

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

※
各
手
当
に
関
す
る
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

児
童
に
関
す
る
手
当
・

　
　福
祉
に
関
す
る
手
当
の
ご
案
内

本本松
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
（
☎
内
線
１
１
６
１
）

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
☎
内
線
１
１
５
９
）

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
３
）

new
s野

生
動
物
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

イノシシの生息数が大幅に減少
イノシシが減少した今こそ、やるべきこと

しっかりと柵を張る（再び、畑をエサ場と学習させない）
イノシシはいなくなった訳ではありません。
今年の春、被害にあえば、来年も再来年も被害にあうことが予想されます。

松
農
林
課
鳥
獣
対
策
係
（
☎
内
線
2
6
1
8
）

new
s
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※令和3年度は、令和3年4月1日～令和4年1月31日の値

◎：とても優れている　○：優れている　△：劣っている　×とても劣っている

令和
3年度

267

149

114

129

12

令和
2年度

286

219

170

120

11

令和
元年度

1,001

204

123

90

29

平成
30年度

563

197

141

65

28

種　類

金網柵

トタン柵

電気柵

費　　用

100,000円
（1mあたり1,000円）

125,000円
（1mあたり1,250円）

30,000円～
100,000円

設置労力

○

△

◎

管理

○

◎

×

効果

○

◎

△

備　考

ワイヤーメッシュと
ハウスパイプで作製

作物を見せないこと
で侵入意欲を削ぐ

適切に管理しなけ
れば効果がない

オススメの防除柵（イノシシ用）



　道
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
市

内
の
業
者
に
依
頼
し
て
撤
去
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
そ
の
目
的
を
早
期
に
達
成
す

る
た
め
事
業
の
実
施
期
間
を
令
和
3
年
度
か
ら

5
年
度
ま
で
の
3
年
間
に
限
定
し
て
集
中
的
に

実
施
す
る
計
画
で
、
今
年
度
は
そ
の
2
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
が
所
有
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
自
己
点
検
を
再
度
、
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
な
ど

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
▼

・
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有
者（
相
続
人

を
含
む
）

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
対
象
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
▼

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

・
個
人
が
所
有
す
る
も
の（
法
人
が
所
有
す
る

場
合
は
対
象
外
）

・
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
石
造
、

れ
ん
が
造
、
そ
の
他
の
組
積
造
に
よ
る
塀
お
よ

び
門
柱（
下
部
に
設
置
さ
れ
た
基
礎
を
含
む
）

・
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

・
道
路
か
ら
上
端
ま
で
の
高
さ
が
0
・
8
m
以

上
の
も
の

（
擁
壁
な
ど
の
上
に
築
造
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
擁
壁
な
ど
を
含
む
高
さ
）

・
道
路
か
ら
の
距
離
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

高
さ
以
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

・
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
」
の
点
検
の
項
目
で
不
適
合
が
あ
る
も
の

（
下
記
参
照
）

・
公
共
事
業
な
ど
の
補
償
の
対
象
で
は
な
い
も

の・
市
の
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
の
対

象
で
は
な
い
も
の

・
交
付
申
請
の
時
点
で
現
に
存
在
し
て
い
る
も

の※
交
付
申
請
の
時
点
で
着
工
ま
た
は
完
了
し
て

い
る
工
事
は
対
象
外
で
す

補
助
対
象
工
事（
対
象
と
な
る
工
事
）▼

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
工
事

・
道
路
に
沿
っ
た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤

去
す
る
工
事

・
市
内
業
者
に
発
注
し
て
実
施
す
る
工
事

※
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店

の
事
業
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
事
業
者
と
な
り
ま
す

・
令
和
5
年
3
月
31
日（
金
）ま
で
に
撤
去
工
事

　ご自身が所有するブロック塀などの自己点検を実施しましょう。自己点検の結果、1つでも「不適合」があ
る場合や不明な点がある場合は専門家へ相談してください。
　不適合な状態のブロック塀などは、撤去により危険な状態を早期に解消できる場合があります。道路沿い
のブロック塀を撤去する場合は補助金の利用をぜひご検討ください。

を
完
了
し
て
完
了
報
告
が
で
き
る
も
の

補
助
金
額
▼
 

・
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2（
1
，
0
0
0
円

未
満
切
り
捨
て
）

・
限
度
額

　次
の
①
ま
た
は
②
の
う
ち
低
い
額

①
5
万
円

②
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る
長
さ
の

合
計
に
1
m
あ
た
り
1
万
円
を
乗
じ
た
額

募
集
件
数
▼
50
件

（
1
件
あ
た
り
補
助
金
が
5
万
円
の
場
合
）

補
助
金
交
付
ま
で
の
手
順
　

〜
撤
去
工
事
着
手
前
に

　
　
　
　
　
　交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
〜

①
交
付
申
請

交
付
申
請
受
付
開
始
日
：
4
月
1
日（
金
）

●
申
請
書
類
配
布
場
所
：
□本 

建
築
住
宅
課

　□松 

土
木
課
工
務
2
係

　時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
申
請
受
付
場
所
：
□本 

建
築
住
宅
課

※
申
請
の
受
付
は
、
□本 

の
み

　時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

・
申
請
の
際
は
、
交
付
申
請
書
に
所
定
の
書
類

を
添
え
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
交
付
決
定
後
、
撤
去
工
事
に
着
手
し
て
く
だ

さ
い

②
完
了
報
告

工
事
完
了
報
告
提
出
期
限
：
令
和
5
年
3
月
31

日（
金
）

受
付
場
所
：
□本 
建
築
住
宅
課

・
補
助
対
象
工
事
の
完
了
後
、
完
了
報
告
書
に

所
定
の
書
類
を
添
え
て
報
告
し
て
く
だ
さ
い

・
書
類
審
査
後
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

道
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

　
　
　撤
去
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

安
中
市
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
の
ご
案
内

本
建
築
住
宅
課
指
導
係
（
☎
内
線
1
2
5
5
・
1
2
5
6
・
1
2
5
7
）

new
s

1011 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年4月1日号安中市役所　☎027－382－1111

写真出典：（一財）日本建築防災協会「あなたの周りは大丈夫？今すぐブロック塀等の点検を！～安全なブロック塀等を
　　　　　目指して～所有者のみなさまへ」

（建築物の既設の塀の安全点検について（平成30年6月21日付け国住指第1130号）より抜粋）

問合せ▶　建築住宅課指導係（☎内線1255・1256・1257）本

ブロック塀の点検のチェックポイント

塀の高さは地盤から2.2m以下か。
塀の厚さは10㎝以上か。
（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は15㎝以上）
塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え壁があるか。
（※塀の高さが1.2m超の場合）
コンクリートの基礎があるか。
塀に傾き、ひび割れはないか。
塀に直径9㎜以上の鉄筋が縦横とも80㎝間隔以下で配筋されており、鉄筋は
壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
基礎の根入れ深さは30㎝以上か。（※塀の高さが1.2m超の場合）

1

2

3

4
5

6

7

外
　観

内
　部



　道
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
市

内
の
業
者
に
依
頼
し
て
撤
去
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
そ
の
目
的
を
早
期
に
達
成
す

る
た
め
事
業
の
実
施
期
間
を
令
和
3
年
度
か
ら

5
年
度
ま
で
の
3
年
間
に
限
定
し
て
集
中
的
に

実
施
す
る
計
画
で
、
今
年
度
は
そ
の
2
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
が
所
有
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
自
己
点
検
を
再
度
、
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
な
ど

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
▼

・
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有
者（
相
続
人

を
含
む
）

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
対
象
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
▼

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

・
個
人
が
所
有
す
る
も
の（
法
人
が
所
有
す
る

場
合
は
対
象
外
）

・
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
石
造
、

れ
ん
が
造
、
そ
の
他
の
組
積
造
に
よ
る
塀
お
よ

び
門
柱（
下
部
に
設
置
さ
れ
た
基
礎
を
含
む
）

・
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

・
道
路
か
ら
上
端
ま
で
の
高
さ
が
0
・
8
m
以

上
の
も
の

（
擁
壁
な
ど
の
上
に
築
造
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
擁
壁
な
ど
を
含
む
高
さ
）

・
道
路
か
ら
の
距
離
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

高
さ
以
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

・
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
」
の
点
検
の
項
目
で
不
適
合
が
あ
る
も
の

（
下
記
参
照
）

・
公
共
事
業
な
ど
の
補
償
の
対
象
で
は
な
い
も

の・
市
の
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
の
対

象
で
は
な
い
も
の

・
交
付
申
請
の
時
点
で
現
に
存
在
し
て
い
る
も

の※
交
付
申
請
の
時
点
で
着
工
ま
た
は
完
了
し
て

い
る
工
事
は
対
象
外
で
す

補
助
対
象
工
事（
対
象
と
な
る
工
事
）▼

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
工
事

・
道
路
に
沿
っ
た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤

去
す
る
工
事

・
市
内
業
者
に
発
注
し
て
実
施
す
る
工
事

※
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
店
ま
た
は
支
店

の
事
業
所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
事
業
者
と
な
り
ま
す

・
令
和
5
年
3
月
31
日（
金
）ま
で
に
撤
去
工
事

　ご自身が所有するブロック塀などの自己点検を実施しましょう。自己点検の結果、1つでも「不適合」があ
る場合や不明な点がある場合は専門家へ相談してください。
　不適合な状態のブロック塀などは、撤去により危険な状態を早期に解消できる場合があります。道路沿い
のブロック塀を撤去する場合は補助金の利用をぜひご検討ください。

を
完
了
し
て
完
了
報
告
が
で
き
る
も
の

補
助
金
額
▼
 

・
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2（
1
，
0
0
0
円

未
満
切
り
捨
て
）

・
限
度
額

　次
の
①
ま
た
は
②
の
う
ち
低
い
額

①
5
万
円

②
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る
長
さ
の

合
計
に
1
m
あ
た
り
1
万
円
を
乗
じ
た
額

募
集
件
数
▼
50
件

（
1
件
あ
た
り
補
助
金
が
5
万
円
の
場
合
）

補
助
金
交
付
ま
で
の
手
順
　

〜
撤
去
工
事
着
手
前
に

　
　
　
　
　
　交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
〜

①
交
付
申
請

交
付
申
請
受
付
開
始
日
：
4
月
1
日（
金
）

●
申
請
書
類
配
布
場
所
：
□本 

建
築
住
宅
課

　□松 

土
木
課
工
務
2
係

　時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
申
請
受
付
場
所
：
□本 

建
築
住
宅
課

※
申
請
の
受
付
は
、
□本 

の
み

　時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

・
申
請
の
際
は
、
交
付
申
請
書
に
所
定
の
書
類

を
添
え
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
交
付
決
定
後
、
撤
去
工
事
に
着
手
し
て
く
だ

さ
い

②
完
了
報
告

工
事
完
了
報
告
提
出
期
限
：
令
和
5
年
3
月
31

日（
金
）

受
付
場
所
：
□本 

建
築
住
宅
課

・
補
助
対
象
工
事
の
完
了
後
、
完
了
報
告
書
に

所
定
の
書
類
を
添
え
て
報
告
し
て
く
だ
さ
い

・
書
類
審
査
後
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

道
路
沿
い
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

　
　
　撤
去
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

安
中
市
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
の
ご
案
内

本
建
築
住
宅
課
指
導
係
（
☎
内
線
1
2
5
5
・
1
2
5
6
・
1
2
5
7
）

new
s

1011 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年4月1日号安中市役所　☎027－382－1111

写真出典：（一財）日本建築防災協会「あなたの周りは大丈夫？今すぐブロック塀等の点検を！～安全なブロック塀等を
　　　　　目指して～所有者のみなさまへ」

（建築物の既設の塀の安全点検について（平成30年6月21日付け国住指第1130号）より抜粋）

問合せ▶　建築住宅課指導係（☎内線1255・1256・1257）本

ブロック塀の点検のチェックポイント

塀の高さは地盤から2.2m以下か。
塀の厚さは10㎝以上か。
（塀の高さが2m超2.2m以下の場合は15㎝以上）
塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え壁があるか。
（※塀の高さが1.2m超の場合）
コンクリートの基礎があるか。
塀に傾き、ひび割れはないか。
塀に直径9㎜以上の鉄筋が縦横とも80㎝間隔以下で配筋されており、鉄筋は
壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
基礎の根入れ深さは30㎝以上か。（※塀の高さが1.2m超の場合）

1

2

3

4
5

6

7

外
　観

内
　部



1213 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2022年4月1日号安中市役所　☎027－382－1111

問合せ▶公立碓氷病院総務企画課（☎385－8221）

おしごと通信 Vol.29
あんなかの

－ 公立碓氷病院に脳神経外科を開設しました －

安中市で行っている取組や事業を紹介
します。

　公立碓氷病院では、令和4年1月に新たに脳神経外科外来を開設しました。高崎総合医療センター（旧国立高崎
病院）から医師を派遣していただき、第1・3・5週の木曜日の午後に診療を行っています。今まで遠方に通院され
ていた人も、地域で診療を受けることができるようになりました。今後も、高崎総合医療センターと連携を進
め、医療の充実に努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、「話す・聞く・食べる」の専門家、言語聴覚士を配置しました。脳卒中後のリハビリ、摂食・嚥下のリ
ハビリなどに対し、さまざまなスタッフと連携を取り、皆さんの援助ができる体制が整いました。

　新型コロナウイルス感染症対策として、令和2年4月か
ら発熱外来を開設し、現在も継続しています。また、
PCR検査機器を導入し、できるだけ早く結果をお伝えで
きるよう努めています。
　新型コロナウイルスワクチン接種は、電話のほか、24
時間対応のインターネットでの予約も行っています。職
員一同、新型コロナウイルス感染症への対策をさらに進
められるよう努力しています。　
　今後も皆さんに寄り添い、安心して受診
できる公立病院を目指します。

　2
月
3
日（
木
）に
市
民
活
動
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
環
境
美
化
、
国
際

交
流
に
貢
献
し
た
次
の
2
つ
の
団
体
の
功
績

を
た
た
え
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　市
民
活
動
表
彰
制
度
は
、
長
年
に
わ
た
り

公
益
的
な
市
民
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
て
い

る
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

〇
仲
町
寿
ク
ラ
ブ（
環
境
美
化
分
野
）
　

　松
井
田
仲
町
の
中
山
道
沿
い
と
松
井
田
高

校
の
通
り
沿
い
に
一
年
を
通
じ
て
花
苗
を
植

え
、
地
域
の
人
や
中
山
道
を
歩
く
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
毎
月
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
安
中
市
国
際
交
流
協
会（
国
際
交
流
分
野
）

　市
内
で
暮
ら
す
外
国
人
の
た
め
に
、
日
本

語
教
室
を
は
じ
め
、
市
民
と
交
流
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
日
本
の
文
化
を
体
験
す
る
教
室
な
ど

を
行
い
、
外
国
人
が
生
活
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
受
賞
団
体
の
詳
し
い
活
動
内

容
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

市
民
活
動
表
彰

　
　
　ー 

受
賞
者
の
皆
さ
ん 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

ー

地
域
創
造
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
1
0
2
7
）

本

new
s

▲安中市国際交流協会 ▲仲町寿クラブ

Zoom UpZoom Up

大切に使わせていただきます
　私募債発行企業（株式会社カリフォルニア
堅果）と株式会社群馬銀行のご厚意により
「ぐんぎんSDGs私募債」の発行に伴う寄附
をいただきました。寄附金は、私募債発行
企業の意向により産業振興事業に有効活用
します。

男女共同参画推進講座
　「働く女性のライフステージと健康」と
題し、株式会社ライフサカス代表取締役の
西部沙緒里さんによる講演がオンラインで
行われました。参加者の皆さんは、働く女
性の健康問題について理解を深め、当事
者・支援者としての心構えを学びました。

皆さんの安全と安心を守ります
　安中消防署で市消防団本部・第14分団第1
部消防団車両配車式が行われました。配車
式では、日本消防協会から贈呈された消防
団活動車と、市で更新した可搬消防ポンプ
付軽4WD小型消防車がお披露目されまし
た。

2
2

月

日

2
20

月

日

2
2

月

日

2
21

月

日

連携協定先からの物資提供
　大塚製薬株式会社、群馬ヤクルト販売株
式会社から、新型コロナワクチン集団接種
会場の業務従事者へスポーツ飲料や野菜
ジュースの提供がありました。市が包括連
携協定を結んでいる企業に支援を募ったと
ころ、両社から提案があり実現したもので
す。ご協力に感謝します。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
から、企業版ふるさと納税制度による初め
ての市への寄附があり、感謝状贈呈式を行
いました。寄附金は、寄附企業の意向によ
り、スマイルパーク運営事業に活用します。

地域づくり講演会
　「社会課題・地域課題に向き合うひとた
ち」と題した講演会がオンラインで行わ
れ、小山市市民活動センター長の結城史隆
さんが、実例を交えて講演しました。参加
者の皆さんは、市民活動の意義や人とつな
がることの重要性について学びました。

2
17

月

日

2
27

月

日

▲碓氷病院
ホームページ

えんげ
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問合せ▶公立碓氷病院総務企画課（☎385－8221）

おしごと通信 Vol.29
あんなかの

－ 公立碓氷病院に脳神経外科を開設しました －

安中市で行っている取組や事業を紹介
します。

　公立碓氷病院では、令和4年1月に新たに脳神経外科外来を開設しました。高崎総合医療センター（旧国立高崎
病院）から医師を派遣していただき、第1・3・5週の木曜日の午後に診療を行っています。今まで遠方に通院され
ていた人も、地域で診療を受けることができるようになりました。今後も、高崎総合医療センターと連携を進
め、医療の充実に努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、「話す・聞く・食べる」の専門家、言語聴覚士を配置しました。脳卒中後のリハビリ、摂食・嚥下のリ
ハビリなどに対し、さまざまなスタッフと連携を取り、皆さんの援助ができる体制が整いました。

　新型コロナウイルス感染症対策として、令和2年4月か
ら発熱外来を開設し、現在も継続しています。また、
PCR検査機器を導入し、できるだけ早く結果をお伝えで
きるよう努めています。
　新型コロナウイルスワクチン接種は、電話のほか、24
時間対応のインターネットでの予約も行っています。職
員一同、新型コロナウイルス感染症への対策をさらに進
められるよう努力しています。　
　今後も皆さんに寄り添い、安心して受診
できる公立病院を目指します。

　2
月
3
日（
木
）に
市
民
活
動
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
環
境
美
化
、
国
際

交
流
に
貢
献
し
た
次
の
2
つ
の
団
体
の
功
績

を
た
た
え
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　市
民
活
動
表
彰
制
度
は
、
長
年
に
わ
た
り

公
益
的
な
市
民
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
て
い

る
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

〇
仲
町
寿
ク
ラ
ブ（
環
境
美
化
分
野
）
　

　松
井
田
仲
町
の
中
山
道
沿
い
と
松
井
田
高

校
の
通
り
沿
い
に
一
年
を
通
じ
て
花
苗
を
植

え
、
地
域
の
人
や
中
山
道
を
歩
く
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
毎
月
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
安
中
市
国
際
交
流
協
会（
国
際
交
流
分
野
）

　市
内
で
暮
ら
す
外
国
人
の
た
め
に
、
日
本

語
教
室
を
は
じ
め
、
市
民
と
交
流
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
日
本
の
文
化
を
体
験
す
る
教
室
な
ど

を
行
い
、
外
国
人
が
生
活
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
受
賞
団
体
の
詳
し
い
活
動
内

容
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

市
民
活
動
表
彰

　
　
　ー 

受
賞
者
の
皆
さ
ん 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

ー

地
域
創
造
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
1
0
2
7
）

本

new
s

▲安中市国際交流協会 ▲仲町寿クラブ

Zoom UpZoom Up

大切に使わせていただきます
　私募債発行企業（株式会社カリフォルニア
堅果）と株式会社群馬銀行のご厚意により
「ぐんぎんSDGs私募債」の発行に伴う寄附
をいただきました。寄附金は、私募債発行
企業の意向により産業振興事業に有効活用
します。

男女共同参画推進講座
　「働く女性のライフステージと健康」と
題し、株式会社ライフサカス代表取締役の
西部沙緒里さんによる講演がオンラインで
行われました。参加者の皆さんは、働く女
性の健康問題について理解を深め、当事
者・支援者としての心構えを学びました。

皆さんの安全と安心を守ります
　安中消防署で市消防団本部・第14分団第1
部消防団車両配車式が行われました。配車
式では、日本消防協会から贈呈された消防
団活動車と、市で更新した可搬消防ポンプ
付軽4WD小型消防車がお披露目されまし
た。

2
2

月

日

2
20

月

日

2
2

月

日

2
21

月

日

連携協定先からの物資提供
　大塚製薬株式会社、群馬ヤクルト販売株
式会社から、新型コロナワクチン集団接種
会場の業務従事者へスポーツ飲料や野菜
ジュースの提供がありました。市が包括連
携協定を結んでいる企業に支援を募ったと
ころ、両社から提案があり実現したもので
す。ご協力に感謝します。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
から、企業版ふるさと納税制度による初め
ての市への寄附があり、感謝状贈呈式を行
いました。寄附金は、寄附企業の意向によ
り、スマイルパーク運営事業に活用します。

地域づくり講演会
　「社会課題・地域課題に向き合うひとた
ち」と題した講演会がオンラインで行わ
れ、小山市市民活動センター長の結城史隆
さんが、実例を交えて講演しました。参加
者の皆さんは、市民活動の意義や人とつな
がることの重要性について学びました。

2
17

月

日

2
27

月

日

▲碓氷病院
ホームページ

えんげ
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.183

教室「講師（敬称略）」
手芸教室

「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「粕川ヒロ子（大多摩流）」

生花教室
「仲百美子（池坊）」

毎月第1、第3月曜日
午前9時30分～

毎月第1、第3月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3木曜日
午後2時～

毎月第2、第4火曜日
午前9時30分～

実施日

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります
募集人数▶各教室とも25人　　受講費用▶無料（材料費などは除く）
受付期間▶4月4日（月）～11日（月）午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日を除く）
開講日時▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開講日時は未定ですが、決まり次第、受講申込者に連絡し
ます。
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）

八城集会所（松井田町八城441）
教室「講師（敬称略）」

手芸教室
「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「君波道子（西川流）」

詩吟教室
「藤巻明子」

毎月第2、第4月曜日
午前9時30分～

毎月第2、第4月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3水曜日
午後3時～

毎月第1、第3火曜日
午後1時30分～

実施日
下増田集会所（松井田町下増田2056－7）

集会所実施事業の受講生を募集します

〇安中小学校
みんなともだち　なかよくあそんで　またあした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眞下　妃乃
じゅんばんこ　まもってけんかはしたくないね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　綾太
〇原市小学校
きみいろ　わたしいろ　
　　　みんなで手をつなげば　にじのいろ　清水　　詩
あそぼうよ　たのしい気もちは　せかいでいっしょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　爽翔
〇磯部小学校
さかせよう　だれもがもっている　やさしさのたね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　櫂李
みつけよう　みんなのいいとこ　ほめあおう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井　日向
〇東横野小学校
大せつなのは　やさしい気もち　おもいやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野　梨央
もじもじとしているあの子　さそってなかよし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　巧都
〇碓東小学校
こえをかけよう　手をつなごう
　　　みんなでなかよく　あそぼうよ　　　小山　莉緒
ありがとう　そのひとことで　えがおさく　武田琥生我
〇秋間小学校
ありがとう　ごめんね　すなおにいえる　あき小の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相川　凛花
みんなともだち　きみのえがおで　みんなもえがお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口　英佑

〇後閑小学校
やめようよ　じぶんがされて　いやなこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神澤　　竜
てをつなごう　みんななかよく　いいえがお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福嶋百愛璃
あいさつは　なかよしの　だいいっぽ　　日髙亜衣菜
〇松井田小学校
ともだちに　やさしくしたら　いいきもち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾方　美友
いろんなこと　みんなといっしょだと　たのしいな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　怜桜
〇臼井小学校
みんなもってるよ　すなおな気もち　出してみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　帆稀
ともだちの　こころのたから　さがしてみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田麻緒里
〇西横野小学校
だいじょうぶ？　いっしょにいるよ　げんきをだして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山珠未玲
どうしたの　みんななかよし　いじめなし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦野　優香
〇九十九小学校
ひとことで　こころポカポカ　ありがとう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　礼愛
〇細野小学校
おはようの　あさのあいさつ　気もちいい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅川　正弥
ぼくたちは　けんかをしない　なかまたち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　幸矢

令和2年度人権作品集「おもいやり」標語　小学1年生

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
談
方
法
▼

　電
話
ま
た
は
来
所
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　本
年
4
月
か
ら
メ
ー
ル（
電
子
申
請
）で
も
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
が
、
回
答
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
人
▼

　市
内
在
住
の
本
人
か
ら
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
本
人
か
ら
の
相
談
が

難
し
い
場
合
は
、
家
族
な
ど
の
関
係
者
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
　

相
談
で
き
な
い
も
の
▼
　

〇
価
格
の
妥
当
性
や
事
業
者
の
信
頼
性
に
関
す
る
相
談

〇
相
隣
関
係
や
個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

〇
事
業
者
や
個
人
事
業
主
か
ら
の
事
業
に
関
す
る
相
談

〇
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
の
個
人
間
売
買
に
関
す
る
相
談
　

〇
事
業
者
に
対
す
る
指
導
や
調
査
の
要
望
な
ど

利
用
案
内
▼

所
在
地
：
□本 

駐
車
場
南
側
の
2
階
建
て
建
物
　

電
話
番
号
：
☎
3
8
2

－

2
2
2
8

相
談
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分（
土
日
・
祝
日
、年
末
年
始
は
除
く
）

　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
か
ら

の
相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

・
断
り
切
れ
ず
に
、
訪
問
業
者
と
高
額
な
契

約
を
し
た
け
ど
、
解
約
し
た
い

・
不
審
な
メ
ー
ル
や
荷
物
が
届
い
た
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
　な
ど

　訪
問
販
売
や
商
品
の
購
入
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
伴
っ
て
事
業
者
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
、
不
審
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
要
望

に
応
じ
て
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い

（消費者庁イラスト集より）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第133回

　私
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
委
員
に

委
嘱
さ
れ
た
と
き
、

「
男
女
共
同
参
画
」
の

言
葉
に
強
く
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
生

ま
れ
の
私
は
、
日
本
国
憲
法
の
「
男
女
平
等
」
理

念
の
大
切
さ
を
学
び
、
今
日
ま
で
人
生
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
男
女
平
等
を
実
質
的
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、
公
的
、
私
的
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
意
思
決
定
へ

の
参
加
・
参
画
、
す
な
わ
ち
「
男
女
共
同
参
画
」

が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
書
物
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
が
、
「
男
女
平
等
社
会
」
の
実
現
に
結
び
つ

く
と
解
釈
し
ま
し
た
。

　私
は
区
長
会
の
一
員
と
し
て
、
代
表
区
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
安
中
市
に
は
1
0
1
の
行
政
区

が
あ
り
、
1
0
1
名
の
区
長
が
地
元
の
自
治
会
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
市
の
橋

渡
し
役
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
1
0
1
名

の
区
長
の
う
ち
、
女
性
は
わ
ず
か
3
名
と
少
な

く
、
男
性
主
体
の
区
長
会
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
自
治

会
長
の
女
性
の
占
め
る
割
合
を
10
％
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
令
和
3
年
の
安
中
市
区
長

会
の
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
大
幅
に
下
回
っ
て
お

り
ま
す
。
群
馬
県
男
女
共
同
参
画
計
画
で
は
4
％

の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
県
全
体
で
も
0
・

8
％
と
低
く
、
全
国
最
下
位
の
状
況
で
す
。

　当
推
進
委
員
会
に
お
い
て
も
、
議
題
の
中
で

「
自
治
会
等
に
お
け
る
女
性
の
参
画
促
進
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
区
長
は
名
誉

職
で
男
性
の
間
で
の
順
番
制
、
で
も
家
族
の
形
態

も
変
わ
り
、
回
ら
な
く
な
っ
た
。
女
性
を
含
め
て

区
長
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　区
会
・
自
治
会
に
お
け
る
「
男
女
共
同
参
画
」

を
い
か
に
推
進
す
る
か
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
ま
た
「
単
独
世
帯
」
が
急
増

し
「
大
家
族
世
帯
」
が
減
少
す
る
と
い
う
世
帯
構

造
も
勘
案
し
、
5
年
先
の
将
来
を
見
据
え
た
区

会
・
自
治
会
の
取
組
を
具
体
的
に
示
し
、
「
男
女

共
同
参
画
」
を
基
本
と
し
た
協
議
・
決
定
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
多
様
化
す
る
地
域
課

題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

に
暮
ら
す
多
様
な
人
材（
年
齢
差
を
越
え
て
男
性
、

女
性
、
そ
し
て
外
国
の
人
等
）の
参
加
・
参
画
が
図

れ
ま
す
。
そ
し
て
「
自
治
会
等
に
お
け
る
女
性
の

参
画
促
進
」
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。　私

は
目
標
達
成
す
る
た
め
に
は
、
「
過
去
に
学

び
」
「
現
在
を
知
り
」
「
未
来
を
創
る
」
、
前
向

き
な
区
会
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
「
諦
め
ず
に
頑
張
っ
た
先
に
、
初
め
て
成
果

が
あ
る
」
。
尊
敬
す
る
友
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
力
に
、
区
会
と
し
て
の
「
男
女
共
同
参
画
」
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
区
長
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
、
目
標
達
成
を
目
指
し
、
共
に
一
歩

一
歩
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

区
会
・
自
治
会
の
「
男
女
共
同
参
画
」
を

一
歩
一
歩
推
進
し
よ
う

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
部
　桂
一
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.183

教室「講師（敬称略）」
手芸教室

「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「粕川ヒロ子（大多摩流）」

生花教室
「仲百美子（池坊）」

毎月第1、第3月曜日
午前9時30分～

毎月第1、第3月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3木曜日
午後2時～

毎月第2、第4火曜日
午前9時30分～

実施日

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります
募集人数▶各教室とも25人　　受講費用▶無料（材料費などは除く）
受付期間▶4月4日（月）～11日（月）午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日を除く）
開講日時▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開講日時は未定ですが、決まり次第、受講申込者に連絡し
ます。
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）

八城集会所（松井田町八城441）
教室「講師（敬称略）」

手芸教室
「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「君波道子（西川流）」

詩吟教室
「藤巻明子」

毎月第2、第4月曜日
午前9時30分～

毎月第2、第4月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3水曜日
午後3時～

毎月第1、第3火曜日
午後1時30分～

実施日
下増田集会所（松井田町下増田2056－7）

集会所実施事業の受講生を募集します

〇安中小学校
みんなともだち　なかよくあそんで　またあした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眞下　妃乃
じゅんばんこ　まもってけんかはしたくないね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　綾太
〇原市小学校
きみいろ　わたしいろ　
　　　みんなで手をつなげば　にじのいろ　清水　　詩
あそぼうよ　たのしい気もちは　せかいでいっしょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　爽翔
〇磯部小学校
さかせよう　だれもがもっている　やさしさのたね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　櫂李
みつけよう　みんなのいいとこ　ほめあおう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井　日向
〇東横野小学校
大せつなのは　やさしい気もち　おもいやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野　梨央
もじもじとしているあの子　さそってなかよし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　巧都
〇碓東小学校
こえをかけよう　手をつなごう
　　　みんなでなかよく　あそぼうよ　　　小山　莉緒
ありがとう　そのひとことで　えがおさく　武田琥生我
〇秋間小学校
ありがとう　ごめんね　すなおにいえる　あき小の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相川　凛花
みんなともだち　きみのえがおで　みんなもえがお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口　英佑

〇後閑小学校
やめようよ　じぶんがされて　いやなこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神澤　　竜
てをつなごう　みんななかよく　いいえがお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福嶋百愛璃
あいさつは　なかよしの　だいいっぽ　　日髙亜衣菜
〇松井田小学校
ともだちに　やさしくしたら　いいきもち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾方　美友
いろんなこと　みんなといっしょだと　たのしいな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　怜桜
〇臼井小学校
みんなもってるよ　すなおな気もち　出してみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　帆稀
ともだちの　こころのたから　さがしてみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田麻緒里
〇西横野小学校
だいじょうぶ？　いっしょにいるよ　げんきをだして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山珠未玲
どうしたの　みんななかよし　いじめなし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦野　優香
〇九十九小学校
ひとことで　こころポカポカ　ありがとう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　礼愛
〇細野小学校
おはようの　あさのあいさつ　気もちいい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅川　正弥
ぼくたちは　けんかをしない　なかまたち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　幸矢

令和2年度人権作品集「おもいやり」標語　小学1年生

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
談
方
法
▼

　電
話
ま
た
は
来
所
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　本
年
4
月
か
ら
メ
ー
ル（
電
子
申
請
）で
も
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
が
、
回
答
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
人
▼

　市
内
在
住
の
本
人
か
ら
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
本
人
か
ら
の
相
談
が

難
し
い
場
合
は
、
家
族
な
ど
の
関
係
者
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
　

相
談
で
き
な
い
も
の
▼
　

〇
価
格
の
妥
当
性
や
事
業
者
の
信
頼
性
に
関
す
る
相
談

〇
相
隣
関
係
や
個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

〇
事
業
者
や
個
人
事
業
主
か
ら
の
事
業
に
関
す
る
相
談

〇
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
の
個
人
間
売
買
に
関
す
る
相
談
　

〇
事
業
者
に
対
す
る
指
導
や
調
査
の
要
望
な
ど

利
用
案
内
▼

所
在
地
：
□本 

駐
車
場
南
側
の
2
階
建
て
建
物
　

電
話
番
号
：
☎
3
8
2

－

2
2
2
8

相
談
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分（
土
日
・
祝
日
、年
末
年
始
は
除
く
）

　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
か
ら

の
相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

・
断
り
切
れ
ず
に
、
訪
問
業
者
と
高
額
な
契

約
を
し
た
け
ど
、
解
約
し
た
い

・
不
審
な
メ
ー
ル
や
荷
物
が
届
い
た
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
　な
ど

　訪
問
販
売
や
商
品
の
購
入
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
伴
っ
て
事
業
者
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
、
不
審
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
要
望

に
応
じ
て
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い

（消費者庁イラスト集より）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第133回

　私
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
委
員
に

委
嘱
さ
れ
た
と
き
、

「
男
女
共
同
参
画
」
の

言
葉
に
強
く
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
生

ま
れ
の
私
は
、
日
本
国
憲
法
の
「
男
女
平
等
」
理

念
の
大
切
さ
を
学
び
、
今
日
ま
で
人
生
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
男
女
平
等
を
実
質
的
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、
公
的
、
私
的
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
意
思
決
定
へ

の
参
加
・
参
画
、
す
な
わ
ち
「
男
女
共
同
参
画
」

が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
書
物
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
が
、
「
男
女
平
等
社
会
」
の
実
現
に
結
び
つ

く
と
解
釈
し
ま
し
た
。

　私
は
区
長
会
の
一
員
と
し
て
、
代
表
区
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
安
中
市
に
は
1
0
1
の
行
政
区

が
あ
り
、
1
0
1
名
の
区
長
が
地
元
の
自
治
会
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
市
の
橋

渡
し
役
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
1
0
1
名

の
区
長
の
う
ち
、
女
性
は
わ
ず
か
3
名
と
少
な

く
、
男
性
主
体
の
区
長
会
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
自
治

会
長
の
女
性
の
占
め
る
割
合
を
10
％
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
令
和
3
年
の
安
中
市
区
長

会
の
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
大
幅
に
下
回
っ
て
お

り
ま
す
。
群
馬
県
男
女
共
同
参
画
計
画
で
は
4
％

の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
県
全
体
で
も
0
・

8
％
と
低
く
、
全
国
最
下
位
の
状
況
で
す
。

　当
推
進
委
員
会
に
お
い
て
も
、
議
題
の
中
で

「
自
治
会
等
に
お
け
る
女
性
の
参
画
促
進
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
区
長
は
名
誉

職
で
男
性
の
間
で
の
順
番
制
、
で
も
家
族
の
形
態

も
変
わ
り
、
回
ら
な
く
な
っ
た
。
女
性
を
含
め
て

区
長
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　区
会
・
自
治
会
に
お
け
る
「
男
女
共
同
参
画
」

を
い
か
に
推
進
す
る
か
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
ま
た
「
単
独
世
帯
」
が
急
増

し
「
大
家
族
世
帯
」
が
減
少
す
る
と
い
う
世
帯
構

造
も
勘
案
し
、
5
年
先
の
将
来
を
見
据
え
た
区

会
・
自
治
会
の
取
組
を
具
体
的
に
示
し
、
「
男
女

共
同
参
画
」
を
基
本
と
し
た
協
議
・
決
定
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
多
様
化
す
る
地
域
課

題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

に
暮
ら
す
多
様
な
人
材（
年
齢
差
を
越
え
て
男
性
、

女
性
、
そ
し
て
外
国
の
人
等
）の
参
加
・
参
画
が
図

れ
ま
す
。
そ
し
て
「
自
治
会
等
に
お
け
る
女
性
の

参
画
促
進
」
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。　私

は
目
標
達
成
す
る
た
め
に
は
、
「
過
去
に
学

び
」
「
現
在
を
知
り
」
「
未
来
を
創
る
」
、
前
向

き
な
区
会
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
「
諦
め
ず
に
頑
張
っ
た
先
に
、
初
め
て
成
果

が
あ
る
」
。
尊
敬
す
る
友
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
力
に
、
区
会
と
し
て
の
「
男
女
共
同
参
画
」
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
区
長
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
、
目
標
達
成
を
目
指
し
、
共
に
一
歩

一
歩
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

区
会
・
自
治
会
の
「
男
女
共
同
参
画
」
を

一
歩
一
歩
推
進
し
よ
う

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
部
　桂
一
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納　期　限　　
  

  5月  2日（月）

※口座振替の人は、各納期限の前日までに口座残高の確認をお願いします
※公的年金からの天引き（特別徴収）に該当している人は年金支給時に差し引かれます

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

令
和
4
年

令
和
5
年

軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）

市　　税

市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）

国
民
健
康

保
険
税

（
普
通
徴
収
）

介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

国民年金保険料
※1…1年前納
※2…6箇月前納
※3…2年前納

※1…令和4年4月分～
　　  令和5年3月分
※2…令和4年4月分～
　　  令和4年9月分
※3…令和4年4月分～
　　  令和6年3月分

5月31日（火）

6月30日（木）

8月  1日（月）

8月31日（水）

9月30日（金）

10月31日（月）

10月31日（月）

11月30日（水）

12月26日（月）

1月  4日（水）

1月31日（火）

2月28日（火）

3月31日（金）

5月  1日（月）

1期

2期

3期

4期

全期

1期

2期

3期

4期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

令和4年4月分

令和4年5月分

令和4年6月分

令和4年7月分

令和4年8月分

令和4年9月分

令和4年10月分

令和4年11月分

令和4年12月分

令和5年1月分

令和5年2月分

令和5年3月分

※2…令和4年10月分～
　　  令和5年3月分

№189

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
西横野小学校5年
金田 恵茉 さん

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【4月の休館日】4/5（火）、4/12（火）、4/19（火）、4/26（火）、4/27（水）、4/28（木）

ふ
る
さ
と
学
習
館
春
季
企
画
展

「
文
学
・
芸
術
の
中
の
安
中
」
開
催

　
長
き
に
渡
っ
て
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た

古
典
文
学
・
芸
術
作
品
の
中
に
は
当
時
の
安
中

や
松
井
田
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
「
万
葉
集
」
「
前
田
慶
次
道
中
日
記
」

「
謡
曲 

鉢
木
」
な
ど
、
古
代
か
ら
幕
末
に
か

け
て
創
作
さ
れ
た
安
中
と
縁
の
あ
る
作
品
を
、

そ
の
背
景
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

展
示
期
間
▼

4
月
29
日（
金
・
祝
）〜
7
月
4
日（
月
）

展
示
場
所
▼

学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

観
覧
料
▼
無
料

※
常
設
展
示
の
観
覧
に
は
別
途
入
館
料（
一
般

１
０
０
円
）が
必
要
で
す

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
▼
毎
週
火
曜
日（
5
月
3
日
を
除
く
）、

5
月
6
日（
金
）、
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）

※
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
会
期
は
変
更
・
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
能
）で
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

問
合
せ
▼

学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

（
☎
0
2
7

－

3
8
2

－

7
6
2
2
）

8月の生涯学習施設の利用予約を5月
1日（日）から受け付けます。密集を避
けるため、5月1日（日）は電話のみで
受付します。5月2日（月）以降は通常
どおり電話または窓口へ直接お申し
込みください。

※1団体での独占を避けるため、5月
1日（日）の受付分については1回の電
話で1件までの予約とします

※新型コロナウイルス感染症の状況
により受付日程などが変更になる場
合は、ホームページ（右記2次元コード
からアクセス可能）でお知らせします

▶学習の森 生涯学習施設　8月の利用予約について

受付開始日 5月1日（日）～

受付時間 午前9時～午後5時

休館日 毎週火曜日（5月3日を除く）

予約受付番号 ☎027－382－7622
（学習の森 ふるさと学習館）

※5/6（金）、11（水）、12（木）、13（金）は
　休館です

▲学習の森ホームページ

令 和 4 年 度 市 税 等 納 期 限 一 覧 表
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納　期　限　　
  

  5月  2日（月）

※口座振替の人は、各納期限の前日までに口座残高の確認をお願いします
※公的年金からの天引き（特別徴収）に該当している人は年金支給時に差し引かれます

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

令
和
4
年

令
和
5
年

軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）

市　　税

市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）

国
民
健
康

保
険
税

（
普
通
徴
収
）

介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

国民年金保険料
※1…1年前納
※2…6箇月前納
※3…2年前納

※1…令和4年4月分～
　　  令和5年3月分
※2…令和4年4月分～
　　  令和4年9月分
※3…令和4年4月分～
　　  令和6年3月分

5月31日（火）

6月30日（木）

8月  1日（月）

8月31日（水）

9月30日（金）

10月31日（月）

10月31日（月）

11月30日（水）

12月26日（月）

1月  4日（水）

1月31日（火）

2月28日（火）

3月31日（金）

5月  1日（月）

1期

2期

3期

4期

全期

1期

2期

3期

4期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

1期

2期

3期

4期

5期

6期

7期

8期

令和4年4月分

令和4年5月分

令和4年6月分

令和4年7月分

令和4年8月分

令和4年9月分

令和4年10月分

令和4年11月分

令和4年12月分

令和5年1月分

令和5年2月分

令和5年3月分

※2…令和4年10月分～
　　  令和5年3月分

№189

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
西横野小学校5年
金田 恵茉 さん

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【4月の休館日】4/5（火）、4/12（火）、4/19（火）、4/26（火）、4/27（水）、4/28（木）

ふ
る
さ
と
学
習
館
春
季
企
画
展

「
文
学
・
芸
術
の
中
の
安
中
」
開
催

　
長
き
に
渡
っ
て
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た

古
典
文
学
・
芸
術
作
品
の
中
に
は
当
時
の
安
中

や
松
井
田
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
「
万
葉
集
」
「
前
田
慶
次
道
中
日
記
」

「
謡
曲 

鉢
木
」
な
ど
、
古
代
か
ら
幕
末
に
か

け
て
創
作
さ
れ
た
安
中
と
縁
の
あ
る
作
品
を
、

そ
の
背
景
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

展
示
期
間
▼

4
月
29
日（
金
・
祝
）〜
7
月
4
日（
月
）

展
示
場
所
▼

学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

観
覧
料
▼
無
料

※
常
設
展
示
の
観
覧
に
は
別
途
入
館
料（
一
般

１
０
０
円
）が
必
要
で
す

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
▼
毎
週
火
曜
日（
5
月
3
日
を
除
く
）、

5
月
6
日（
金
）、
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）

※
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
会
期
は
変
更
・
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
能
）で
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

問
合
せ
▼

学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

（
☎
0
2
7

－

3
8
2

－

7
6
2
2
）

8月の生涯学習施設の利用予約を5月
1日（日）から受け付けます。密集を避
けるため、5月1日（日）は電話のみで
受付します。5月2日（月）以降は通常
どおり電話または窓口へ直接お申し
込みください。

※1団体での独占を避けるため、5月
1日（日）の受付分については1回の電
話で1件までの予約とします

※新型コロナウイルス感染症の状況
により受付日程などが変更になる場
合は、ホームページ（右記2次元コード
からアクセス可能）でお知らせします

▶学習の森 生涯学習施設　8月の利用予約について

受付開始日 5月1日（日）～

受付時間 午前9時～午後5時

休館日 毎週火曜日（5月3日を除く）

予約受付番号 ☎027－382－7622
（学習の森 ふるさと学習館）

※5/6（金）、11（水）、12（木）、13（金）は
　休館です

▲学習の森ホームページ

令 和 4 年 度 市 税 等 納 期 限 一 覧 表
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▲市ホームページ

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
284
71

355

男 
236
56

292

女    
21,793
6,232

28,025

男    
21,259
5,959

27,218
合　計 55,890人  世帯数 24,729 （令和4年2月末日現在）

1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

機
構
改
革
に
伴
う

　係
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

　4
月
1
日
か
ら
、
次
の
表
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

秘
書
政
策
課
政
策
推
進
室

（
☎
内
線
1
0
1
4
）

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

　
　
　定
期
検
査
に
つ
い
て

　取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て
い
る
「
は

か
り
」
は
、
2
年
に
1
回
の
定
期
検
査
を
受

検
す
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
中
市
は
今
年
度
が
受
検
年
度
で

す
。
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
査
対
象
の
は
か
り
▼

○
商
店
・
工
場
な
ど
で
取
引
に
使
用
す
る
も

の○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・
病
院
な
ど
で

健
康
診
断
に
使
用
す
る
も
の

○
病
院
・
薬
局
・
診
療
所
な
ど
で
調
剤
に
使

用
す
る
も
の

○
観
光
農
園
・
農
産
物
直
売
所
な
ど
で
販
売

に
使
用
す
る
も
の

○
そ
の
他
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
も
の

定
期
検
査
日
程
・
場
所
▼

そ
の
他
▼

○
当
日
は
検
査
手
数
料
が
必
要
で
す
。

○
は
か
り
と
一
緒
に
分
銅
・
お
も
り
・
電

池
・
電
源
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

○
こ
の
定
期
検
査
に
代
わ
る
計
量
士
に
よ
る

検
査
を
受
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
7
）

小此木 つね さん
（松井田町人見）

佐藤 幸 さん
（鷺宮）

浅川 みどり さん
（郷原）

単位
10a
10a
1ｍ
1箱
1箱
10a
10a
10a
10a
10a
60㎏
60㎏
10a
10a
10a
10a
10a
10a

1時間
1日
10a
10a
10a

賃金（円）
7,500
6,500

60
450
700

7,500
9,000
8,500

18,000
8,500

800
1,000
7,500
6,500
8,000
7,500
8,000

30,000
1,500
7,500
7,000
9,000

30,000

種　　別

耕　　　起
代　か　き
畦　塗　り

育 苗 代

機 械 植

バインダー刈取
自脱コンバイン
自走式脱穀機
もみすり代
乾　燥　代
耕　　　起
麦まき作業
プラウ（すき耕）
ロータリー
サブソイラー
抜根（桑）
オペレーター

入　手　間
　ハンマーナイフ（草刈）

除草作業（刈払機）
 遊休農地管理（年3回）

芽 出 し
緑 化 苗
植付のみ
施肥田植

田 植 作 業

水 稲 作 業

麦　作　業

耕うん作業

農作業金額の適正化を図るため、標準賃金を定めましたのでお知らせします。

標　準　額 　　　　　
摘　　要

機械請負
機械請負
片側機械塗り

肥料委託者もち
結束縄請負者もち
倒伏・結束は別途相談

機械請負
機械請負

機械請負
危険手当含む
8時間

抜根は含まない

※この賃金は目安ですので、圃場の条件や作業効率などを考慮して、お互いの話し合いで決定してください

令 和 4 年 度 　 農 作 業 等 標 準 賃 金 表

　安中市功労者・善行者表彰について、令和3年度は次の皆さんが表彰されました。この表彰は、地方自治
や社会福祉、教育文化、危険業務など各分野で長年にわたり従事し功労のあった市民、公共に大きく貢献し
た個人や団体などに贈られます。

安中市功労者・善行者表彰　おめでとうございます

善行表彰　信越半導体株式会社
　　　　　　　　　　磯部工場　様

地方自治功労　佐藤　貴雄　様
柳沢　浩之　様
髙橋　宏明　様

問合せ▶　農業委員会事務局農業振興係（☎内線1452）本

　
　日
　
　時
　
　
　
　
　場
　
　所

4
月
14
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　□松 

南
側
車
庫
棟

4
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　安
中
公
民
館

4
月
18
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　原
市
公
民
館

4
月
19
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
　
　岩
野
谷
公
民
館

4
月
20
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　□本 

北
側
車
庫
棟

主な業務内容

文化センター業務
および

安中市図書館業務全般

文化会館業務
および

松井田図書館業務全般

変更後
（4月1日から）

生涯学習課
文化センター係

生涯学習課
文化会館係

変更前
（3月31日まで）

生涯学習課
文化施設係
図書館係

→

→

→

小中学校の統合について
　４月から、松井田地区の小中学校が統合されます。

　　 統合前

・松井田東中学校

・松井田南中学校

・松井田小学校

・臼井小学校

・九十九小学校

→

→

→

　　　 統合後（4月～）

・松井田中学校

　（位置：旧 松井田東中学校）

・松井田小学校

　（位置：旧 松井田小学校）
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日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
284
71

355

男 
236
56

292

女    
21,793
6,232

28,025

男    
21,259
5,959

27,218
合　計 55,890人  世帯数 24,729 （令和4年2月末日現在）

1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

機
構
改
革
に
伴
う

　係
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

　4
月
1
日
か
ら
、
次
の
表
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

秘
書
政
策
課
政
策
推
進
室

（
☎
内
線
1
0
1
4
）

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

　
　
　定
期
検
査
に
つ
い
て

　取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て
い
る
「
は

か
り
」
は
、
2
年
に
1
回
の
定
期
検
査
を
受

検
す
る
こ
と
が
計
量
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
中
市
は
今
年
度
が
受
検
年
度
で

す
。
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
査
対
象
の
は
か
り
▼

○
商
店
・
工
場
な
ど
で
取
引
に
使
用
す
る
も

の○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・
病
院
な
ど
で

健
康
診
断
に
使
用
す
る
も
の

○
病
院
・
薬
局
・
診
療
所
な
ど
で
調
剤
に
使

用
す
る
も
の

○
観
光
農
園
・
農
産
物
直
売
所
な
ど
で
販
売

に
使
用
す
る
も
の

○
そ
の
他
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
も
の

定
期
検
査
日
程
・
場
所
▼

そ
の
他
▼

○
当
日
は
検
査
手
数
料
が
必
要
で
す
。

○
は
か
り
と
一
緒
に
分
銅
・
お
も
り
・
電

池
・
電
源
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

○
こ
の
定
期
検
査
に
代
わ
る
計
量
士
に
よ
る

検
査
を
受
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
7
）

小此木 つね さん
（松井田町人見）

佐藤 幸 さん
（鷺宮）

浅川 みどり さん
（郷原）

単位
10a
10a
1ｍ
1箱
1箱
10a
10a
10a
10a
10a
60㎏
60㎏
10a
10a
10a
10a
10a
10a

1時間
1日
10a
10a
10a

賃金（円）
7,500
6,500

60
450
700

7,500
9,000
8,500

18,000
8,500

800
1,000
7,500
6,500
8,000
7,500
8,000

30,000
1,500
7,500
7,000
9,000

30,000

種　　別

耕　　　起
代　か　き
畦　塗　り

育 苗 代

機 械 植

バインダー刈取
自脱コンバイン
自走式脱穀機
もみすり代
乾　燥　代
耕　　　起
麦まき作業
プラウ（すき耕）
ロータリー
サブソイラー
抜根（桑）
オペレーター

入　手　間
　ハンマーナイフ（草刈）

除草作業（刈払機）
 遊休農地管理（年3回）

芽 出 し
緑 化 苗
植付のみ
施肥田植

田 植 作 業

水 稲 作 業

麦　作　業

耕うん作業

農作業金額の適正化を図るため、標準賃金を定めましたのでお知らせします。

標　準　額 　　　　　
摘　　要

機械請負
機械請負
片側機械塗り

肥料委託者もち
結束縄請負者もち
倒伏・結束は別途相談

機械請負
機械請負

機械請負
危険手当含む
8時間

抜根は含まない

※この賃金は目安ですので、圃場の条件や作業効率などを考慮して、お互いの話し合いで決定してください

令 和 4 年 度 　 農 作 業 等 標 準 賃 金 表

　安中市功労者・善行者表彰について、令和3年度は次の皆さんが表彰されました。この表彰は、地方自治
や社会福祉、教育文化、危険業務など各分野で長年にわたり従事し功労のあった市民、公共に大きく貢献し
た個人や団体などに贈られます。

安中市功労者・善行者表彰　おめでとうございます

善行表彰　信越半導体株式会社
　　　　　　　　　　磯部工場　様

地方自治功労　佐藤　貴雄　様
柳沢　浩之　様
髙橋　宏明　様

問合せ▶　農業委員会事務局農業振興係（☎内線1452）本

　
　日
　
　時
　
　
　
　
　場
　
　所

4
月
14
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　□松 

南
側
車
庫
棟

4
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　安
中
公
民
館

4
月
18
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　原
市
公
民
館

4
月
19
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
　
　岩
野
谷
公
民
館

4
月
20
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　□本 

北
側
車
庫
棟

主な業務内容

文化センター業務
および

安中市図書館業務全般

文化会館業務
および

松井田図書館業務全般

変更後
（4月1日から）

生涯学習課
文化センター係

生涯学習課
文化会館係

変更前
（3月31日まで）

生涯学習課
文化施設係
図書館係

→

→

→

小中学校の統合について
　４月から、松井田地区の小中学校が統合されます。

　　 統合前

・松井田東中学校

・松井田南中学校

・松井田小学校

・臼井小学校

・九十九小学校

→

→

→

　　　 統合後（4月～）

・松井田中学校

　（位置：旧 松井田東中学校）

・松井田小学校

　（位置：旧 松井田小学校）
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.39

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の能代で
す。移住してから7か月が経ち、安中市での生活にも慣
れてきました。
　現在、鉄道文化むらで、入園ゲート、売店やミニ
SL、あぷとくんの乗り場係員、トロッコ列車の車掌を
はじめイベントの企画をしています。
　また、日々の業務の合間を見つけて、イベントに向
けた車両調査や修繕なども行っています。実際に走っ
ていた車両なので、修繕作業などをすると手袋や作業
着がオイルや鉄で真っ黒になります。
　車両の修繕作業
は大変ですが、お
子様も楽しめる体
験イベントをたく
さん企画し開催し
たいと思いますの
で、今後の鉄道文
化むらにご期待く
ださい。

▲公式SNS

合 併 処 理 浄 化 槽 へ の 転 換 補 助 金 を 増 額 し ま す
　令和4年度から、くみ取り便槽から合併処理浄化槽へ転換（切り替え）を行う際の補助金を増額します。単独処
理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換を行う場合と同様に、宅内配管補助金および撤去費補助金が加算され、最大
39万円の増額となります。基数には限りがありますので、合併処理浄化槽への転換を検討されている人は早めの
申請手続をおすすめします。
　申請方法など、詳細についてはお問い合わせください。
受付期間▶令和5年1月31日（火）まで
補助金額▶

　既存の単独処理浄化槽を雨水貯留槽に再利用する場合は、撤去費補助金の対象です。また、宅内配管補助金、
撤去費補助金の各工事費が限度額を下回った場合は、その金額（千円未満は切り捨て）が補助金額となります。
注意事項▶
○予算額に達し次第、受付を終了します。
○工事着工後の申請は受け付けすることができません。
○市の他の補助金制度と、補助対象となる箇所を重複して申請することはできません。
○公共下水道供用開始区域、事業計画区域および秋間みのりが丘地域は補助金の対象外です。
問合せ▶□谷 下水道課庶務係（☎内線3135）

人槽区分

5人槽

6～7人槽

8～10人槽

補助金額

（限度額）

722,000円

804,000円

938,000円

設置費補助金

332,000円

414,000円

548,000円

補助金額の内訳

宅内配管補助金

300,000円

（限度額）

撤去費補助金

90,000円

（限度額）

公
共
下
水
道

接
続
促
進
補
助
金
に
つ
い
て

　
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
下
水
道
接
続
工

事
を
行
う
場
合
に
は
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
工
事
▼

　
く
み
取
り
便
槽
ま
た
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事（
現
在
使
用
中

の
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
）。

補
助
対
象
▼

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

○
公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
計
画
確
認

申
請
書
を
提
出
し
た
人

○
供
用
開
始
後
、
3
年
以
内
に
工
事
を
完
了

し
、
検
査
を
受
け
て
下
水
道
に
接
続
す
る
人

○
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
の
滞
納
が
な

い
人

補
助
金
額
▼
対
象
の
工
事
1
件
に
つ
き
、

２
５
，
0
0
0
円

問
合
せ
▼

□谷 

下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
3
1
3
1
）

恵
み
の
湯
・
峠
の
湯
の

 

「
熟
年
特
別
割
引
券
」
を

　
　
　
　
　
　発
行
し
ま
す

　
「
恵
み
の
湯
」
と
「
峠
の
湯
」
が
共
通
利

用
で
き
る
「
熟
年
特
別
割
引
券
」
を
発
行
し

ま
す
。
希
望
す
る
対
象
者
の
皆
さ
ん
は
直
接

発
行
窓
口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
4
年
度
の
熟
年
特
別
割
引
券
は
4
月

1
日（
金
）か
ら
申
請
が
で
き
ま
す

対
象
者
▼

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
70
歳
以
上
の
人

※
令
和
4
年
度
中
に
70
歳
に
到
達
す
る
人

は
、
誕
生
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

割
引
内
容
▼

○
恵
み
の
湯
：
2
2
0
円

※
通
常
入
館
料
5
2
0
円（
3
時
間
以
内
）

○
峠
の
湯
：
3
0
0
円

※
通
常
入
館
料
6
0
0
円（
3
時
間
以
内
）

割
引
券
▼

有
効
期
限
内
に
合
計
利
用
回
数
が
12
回
ま
で

使
え
る
ス
タ
ン
プ
式
カ
ー
ド

※
1
人
に
年
間
1
枚
を
交
付（
再
交
付
や
追

加
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
割
引
券
は
、
本
人
の
み
使
用
で
き
ま
す

有
効
期
間
▼
令
和
5
年
3
月
31
日（
金
）

発
行
窓
口
▼

○
恵
み
の
湯
フ
ロ
ン
ト

○
峠
の
湯
フ
ロ
ン
ト

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

※
申
請
の
際
に
保
険
証
、
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い（
休
館
日
ま
た
は

閉
庁
日
に
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
）

問
合
せ
▼

恵
み
の
湯

（
☎
3
8
5

－

1
1
2
6
）

峠
の
湯

（
☎
3
8
0

－

4
0
0
0
）

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
1
1
8
2
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
2
1
5
2
）

安
中
市
6
次
産
業
化

　
　
　支
援
事
業
に
つ
い
て

　
6
次
産
業
化
と
は
、
農
業
経
営
者
が
農
林

水
産
業（
1
次
産
業
）か
ら
加
工（
2
次
産
業
）

お
よ
び
流
通
販
売（
3
次
産
業
）に
取
り
組

み
、
経
営
の
多
角
化
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
は
経
営
の
向
上
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
6
次
産
業
化
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
市
内
の
農
業
経
営
者
な
ど
に
対

し
、
農
林
産
物
加
工
品
の
開
発
お
よ
び
販
路

開
拓
に
係
る
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
▼

○
本
市
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
農
業
を
営

む
個
人

○
本
市
に
所
在
し
、
市
内
で
農
業
を
営
む
団

体
な
ど

○
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
人

補
助
対
象
事
業
▼

　
年
度
内
に
事
業
を
完
了
で
き
、
国
や
県
の

類
似
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
「
商
品
の
開
発
お
よ
び
試
作
」
7
万
円
以

内（
係
る
費
用
の
2
分
の
1
以
内
）

○
「
施
設
整
備
」
1
0
0
万
円
以
内（
係
る

費
用
の
3
分
の
1
以
内
）

○
「
備
品
購
入
」
30
万
円
以
内（
係
る
費
用

の
2
分
の
1
以
内
）

受
付
期
間
▼
4
月
1
日（
金
）〜

※
申
込
枠
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付
終
了

交
付
ま
で
の
流
れ
▼

事
前
相
談
↓
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出
↓

事
業
内
容
審
査
↓
交
付
決
定
↓
実
績
報
告
↓

確
定
通
知
↓
補
助
金
交
付

申
請
に
つ
い
て
の
事
前
相
談
▼

　
事
業
内
容
や
計
画
の
わ
か
る
資
料
な
ど
を

用
意
し
、
電
話
で
予
約
の
う
え
、
事
前
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

6
次
産
業
取
組
事
例
▼

・
減
農
薬
栽
培
の
果
物
を
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

と
し
て
加
工
し
、
販
売
。

・
自
社
で
栽
培
し
た
大
豆
を
使
用
し
た
納
豆

の
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
。

問
合
せ
▼

□松 

農
林
課
農
林
振
興
係

（
☎
内
線
2
6
1
2
）

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！ 元

気
に
の
び
の
び
育
っ
て
ね
！

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
「
し
み

ん
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.39

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の能代で
す。移住してから7か月が経ち、安中市での生活にも慣
れてきました。
　現在、鉄道文化むらで、入園ゲート、売店やミニ
SL、あぷとくんの乗り場係員、トロッコ列車の車掌を
はじめイベントの企画をしています。
　また、日々の業務の合間を見つけて、イベントに向
けた車両調査や修繕なども行っています。実際に走っ
ていた車両なので、修繕作業などをすると手袋や作業
着がオイルや鉄で真っ黒になります。
　車両の修繕作業
は大変ですが、お
子様も楽しめる体
験イベントをたく
さん企画し開催し
たいと思いますの
で、今後の鉄道文
化むらにご期待く
ださい。

▲公式SNS

合 併 処 理 浄 化 槽 へ の 転 換 補 助 金 を 増 額 し ま す
　令和4年度から、くみ取り便槽から合併処理浄化槽へ転換（切り替え）を行う際の補助金を増額します。単独処
理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換を行う場合と同様に、宅内配管補助金および撤去費補助金が加算され、最大
39万円の増額となります。基数には限りがありますので、合併処理浄化槽への転換を検討されている人は早めの
申請手続をおすすめします。
　申請方法など、詳細についてはお問い合わせください。
受付期間▶令和5年1月31日（火）まで
補助金額▶

　既存の単独処理浄化槽を雨水貯留槽に再利用する場合は、撤去費補助金の対象です。また、宅内配管補助金、
撤去費補助金の各工事費が限度額を下回った場合は、その金額（千円未満は切り捨て）が補助金額となります。
注意事項▶
○予算額に達し次第、受付を終了します。
○工事着工後の申請は受け付けすることができません。
○市の他の補助金制度と、補助対象となる箇所を重複して申請することはできません。
○公共下水道供用開始区域、事業計画区域および秋間みのりが丘地域は補助金の対象外です。
問合せ▶□谷 下水道課庶務係（☎内線3135）

人槽区分

5人槽

6～7人槽

8～10人槽

補助金額

（限度額）

722,000円

804,000円

938,000円

設置費補助金

332,000円

414,000円

548,000円

補助金額の内訳

宅内配管補助金

300,000円

（限度額）

撤去費補助金

90,000円

（限度額）

公
共
下
水
道

接
続
促
進
補
助
金
に
つ
い
て

　
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
下
水
道
接
続
工

事
を
行
う
場
合
に
は
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
工
事
▼

　
く
み
取
り
便
槽
ま
た
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事（
現
在
使
用
中

の
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
）。

補
助
対
象
▼

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

○
公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
計
画
確
認

申
請
書
を
提
出
し
た
人

○
供
用
開
始
後
、
3
年
以
内
に
工
事
を
完
了

し
、
検
査
を
受
け
て
下
水
道
に
接
続
す
る
人

○
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
の
滞
納
が
な

い
人

補
助
金
額
▼
対
象
の
工
事
1
件
に
つ
き
、

２
５
，
0
0
0
円

問
合
せ
▼

□谷 

下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
3
1
3
1
）

恵
み
の
湯
・
峠
の
湯
の

 

「
熟
年
特
別
割
引
券
」
を

　
　
　
　
　
　発
行
し
ま
す

　
「
恵
み
の
湯
」
と
「
峠
の
湯
」
が
共
通
利

用
で
き
る
「
熟
年
特
別
割
引
券
」
を
発
行
し

ま
す
。
希
望
す
る
対
象
者
の
皆
さ
ん
は
直
接

発
行
窓
口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
4
年
度
の
熟
年
特
別
割
引
券
は
4
月

1
日（
金
）か
ら
申
請
が
で
き
ま
す

対
象
者
▼

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
70
歳
以
上
の
人

※
令
和
4
年
度
中
に
70
歳
に
到
達
す
る
人

は
、
誕
生
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

割
引
内
容
▼

○
恵
み
の
湯
：
2
2
0
円

※
通
常
入
館
料
5
2
0
円（
3
時
間
以
内
）

○
峠
の
湯
：
3
0
0
円

※
通
常
入
館
料
6
0
0
円（
3
時
間
以
内
）

割
引
券
▼

有
効
期
限
内
に
合
計
利
用
回
数
が
12
回
ま
で

使
え
る
ス
タ
ン
プ
式
カ
ー
ド

※
1
人
に
年
間
1
枚
を
交
付（
再
交
付
や
追

加
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
割
引
券
は
、
本
人
の
み
使
用
で
き
ま
す

有
効
期
間
▼
令
和
5
年
3
月
31
日（
金
）

発
行
窓
口
▼

○
恵
み
の
湯
フ
ロ
ン
ト

○
峠
の
湯
フ
ロ
ン
ト

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

※
申
請
の
際
に
保
険
証
、
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い（
休
館
日
ま
た
は

閉
庁
日
に
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
）

問
合
せ
▼

恵
み
の
湯

（
☎
3
8
5

－

1
1
2
6
）

峠
の
湯

（
☎
3
8
0

－

4
0
0
0
）

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
1
1
8
2
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
2
1
5
2
）

安
中
市
6
次
産
業
化

　
　
　支
援
事
業
に
つ
い
て

　
6
次
産
業
化
と
は
、
農
業
経
営
者
が
農
林

水
産
業（
1
次
産
業
）か
ら
加
工（
2
次
産
業
）

お
よ
び
流
通
販
売（
3
次
産
業
）に
取
り
組

み
、
経
営
の
多
角
化
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
は
経
営
の
向
上
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
6
次
産
業
化
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
市
内
の
農
業
経
営
者
な
ど
に
対

し
、
農
林
産
物
加
工
品
の
開
発
お
よ
び
販
路

開
拓
に
係
る
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
者
▼

○
本
市
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
農
業
を
営

む
個
人

○
本
市
に
所
在
し
、
市
内
で
農
業
を
営
む
団

体
な
ど

○
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
人

補
助
対
象
事
業
▼

　
年
度
内
に
事
業
を
完
了
で
き
、
国
や
県
の

類
似
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
「
商
品
の
開
発
お
よ
び
試
作
」
7
万
円
以

内（
係
る
費
用
の
2
分
の
1
以
内
）

○
「
施
設
整
備
」
1
0
0
万
円
以
内（
係
る

費
用
の
3
分
の
1
以
内
）

○
「
備
品
購
入
」
30
万
円
以
内（
係
る
費
用

の
2
分
の
1
以
内
）

受
付
期
間
▼
4
月
1
日（
金
）〜

※
申
込
枠
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付
終
了

交
付
ま
で
の
流
れ
▼

事
前
相
談
↓
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出
↓

事
業
内
容
審
査
↓
交
付
決
定
↓
実
績
報
告
↓

確
定
通
知
↓
補
助
金
交
付

申
請
に
つ
い
て
の
事
前
相
談
▼

　
事
業
内
容
や
計
画
の
わ
か
る
資
料
な
ど
を

用
意
し
、
電
話
で
予
約
の
う
え
、
事
前
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

6
次
産
業
取
組
事
例
▼

・
減
農
薬
栽
培
の
果
物
を
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

と
し
て
加
工
し
、
販
売
。

・
自
社
で
栽
培
し
た
大
豆
を
使
用
し
た
納
豆

の
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
化
。

問
合
せ
▼

□松 

農
林
課
農
林
振
興
係

（
☎
内
線
2
6
1
2
）

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！ 元

気
に
の
び
の
び
育
っ
て
ね
！

伊藤 梨央奈 ちゃん
いとう り お な

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
「
し
み

ん
の
声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
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子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
全
10

講
座
か
ら
な
る
講
座
で
、
1
講
座
か
ら
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
内
容
・
時
間
割
な
ど
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
▼

5
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）

6
月
1
日（
水
）・
2
日（
木
）

時
間
▼
午
前
9
時
30
分
〜

　4月は新年度のスタートです。スマイルパーク運営
事務局では、令和4年度も1年をとおしてたくさんの
イベントを計画しています。寄せ植え、科学、陶芸
教室や星空観察、夏祭り、音楽祭など、楽しいイベ
ント盛りだくさんです。さらにパーク内の畑で収穫
祭、採れた農作物を使ってのおもてなしも企画しま
す。各イベントの詳細は、広報紙でお知らせします
ので楽しみにしていてください。
　春の緑に囲まれたスマイルパークへ遊びに来てく
ださい。
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・4月24日（日）　「防災講演会」
　※2月13日（日）から延期
・5月3日（火・祝）　「春の寄せ植え教室」
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日　午前10時～   「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります
問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.7通信

▲市ホームページ

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
可
能
日
▼
当
選
後
、
入
居
資
格
審
査
の

結
果
、
承
認
さ
れ
次
第
個
別
に
案
内

申
込
期
間
▼
4
月
1
日（
金
）〜
15
日（
金
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼

県
住
宅
供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
民

セ
ン
タ
ー（
群
馬
県
庁
2
階
）、
県
土
木
事
務

所
、
県
保
健
福
祉
事
務
所
、
□本 

・
□松 

な
ど

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
曜
日
も
配
布

し
ま
す

そ
の
他
▼

入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

県
住
宅
供
給
公
社（
住
宅
政
策
課
）

（
☎
0
2
7

－

2
2
3

－

5
8
1
1
）

（
F
A
X
：
0
2
7

－

2
2
3

－

9
8
0
8
）

安
政
遠
足

　子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す

日
時
▼
5
月
8
日（
日
）

○
小
学
生
低
学
年
ス
タ
ー
ト
…
午
前
9
時

（
予
定
）

○
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
ス
タ
ー
ト
…
午

前
9
時
15
分（
予
定
）

コ
ー
ス
▼

○
小
学
生
低
学
年（
武
家
長
屋
前
〜
二
葉
幼

稚
園
前
折
返
〜
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生（
武
家
長
屋
前

〜
二
葉
幼
稚
園
前
折
返
〜
労
金
前
折
返
〜
文

化
セ
ン
タ
ー
）

対
象
者
▼

市
内
在
住
・
在
学
の
大
会
当
日
に
小
学
1
年

生
〜
中
学
3
年
生
の
児
童
・
生
徒

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
1
5
0
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

申
込
方
法
▼

　所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
□ス 

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
4
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
で
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
仮
装
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん

問
合
せ
▼

□ス 

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
3
8
2

－

2
5
0
0
）

県
営
住
宅

　4
月
定
期
募
集
の
ご
案
内

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

（
連
帯
保
証
人
不
要
、
単
身
で
の
申
込
可
）

※
そ
の
他
、
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
10
分
前
に
は
ご
着
席
く
だ
さ
い
）

会
場
▼

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク

　多
目
的
室

（
原
市
1
9
9
0

－

1
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
で
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
合
せ
▼

安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

（
☎
0
8
0

－

7
7
1
8

－

1
4
6
7
）

（
水
曜
除
く
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
・

土
曜
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
）

M
ail:A

nnaka-hidam
ari@

kem
.biglo

be.ne.jp

健
康
通
信

　新
年
度
を
迎
え
る
4
月
、
環
境
が
変
わ
る

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
時
期
は
、
心
と
身
体
に
も
変
化
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　睡
眠
は
心
と
身
体
の
健
康
を
守
る
た
め
に

大
切
な
要
素
で
す
。
忙
し
い
と
睡
眠
時
間
が

短
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
睡
眠
の
質

が
良
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。　そ

の
一
つ
が
入
浴
で
す
。
就
寝
前
に
一
時

的
に
体
温
を
上
げ
、
就
寝
時
に
体
温
が
下
が

る
こ
と
で
質
の
良
い
睡
眠
と
な
り
ま
す
。

　入
浴
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
就
寝
の
2
〜
3
時

間
前
が
理
想
で
す
。
自
分
の
体
調
や
好
み
に

合
わ
せ
て
温
度
な
ど
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

　市は、平成29年9月に制定した手話言語条例に基
づいて、手話への理解を普及させるためさまざまな
取り組みを行っています。
　今回はその中のひとつ、手話講座を紹介します。
　講座では聴覚障害
のある「ろう講師」
が手話を表し、それ
を手話通訳が読み取
り受講生に言葉で伝
えます。受講生は覚
えた手話や身振りな
どを使い、ろう講師とコミュニケーションをとるこ
とで手話を身につけていきます。
　今後も手話講座などを通じて、市民が共に生きる
地域社会の実現を目指していきます。

※広報あんなか5月1日号から手話コーナーの連載
が始まります

問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話言語条例制定から
5年目を迎えます

　4月から、アミヤ医院を追加した次の医療機関
で、新型コロナワクチンの小児（5～11歳）接種を
行います。

　なお、接種は強制ではなく、希望される人のみ
が受けることができます。
※接種日などは、各医療機関へお問い合わせくだ

さい
※接種に関する詳細は、市ホーム
　ページをご確認ください
問合せ▶
□本 健康づくり課ワクチン接種対策室（☎内線1640）

新型コロナワクチンの
小児（5～11歳）接種

医療機関の追加について

　医療機関名
アミヤ医院
おにかた医院
ながしま小児科

藤巻医院

（50音順） （3月14日時点）

　　　住所（電話番号）
原市1431-3（☎385－1511）
下後閑1635（☎385－1351）
下磯部1019-1（☎382－6063）
松井田町松井田556
　　　　　　（☎393－1324）
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子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
全
10

講
座
か
ら
な
る
講
座
で
、
1
講
座
か
ら
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
内
容
・
時
間
割
な
ど
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
▼

5
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）

6
月
1
日（
水
）・
2
日（
木
）

時
間
▼
午
前
9
時
30
分
〜

　4月は新年度のスタートです。スマイルパーク運営
事務局では、令和4年度も1年をとおしてたくさんの
イベントを計画しています。寄せ植え、科学、陶芸
教室や星空観察、夏祭り、音楽祭など、楽しいイベ
ント盛りだくさんです。さらにパーク内の畑で収穫
祭、採れた農作物を使ってのおもてなしも企画しま
す。各イベントの詳細は、広報紙でお知らせします
ので楽しみにしていてください。
　春の緑に囲まれたスマイルパークへ遊びに来てく
ださい。
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・4月24日（日）　「防災講演会」
　※2月13日（日）から延期
・5月3日（火・祝）　「春の寄せ植え教室」
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日　午前10時～   「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります
問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.7通信

▲市ホームページ

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
可
能
日
▼
当
選
後
、
入
居
資
格
審
査
の

結
果
、
承
認
さ
れ
次
第
個
別
に
案
内

申
込
期
間
▼
4
月
1
日（
金
）〜
15
日（
金
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼

県
住
宅
供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
民

セ
ン
タ
ー（
群
馬
県
庁
2
階
）、
県
土
木
事
務

所
、
県
保
健
福
祉
事
務
所
、
□本 

・
□松 

な
ど

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
曜
日
も
配
布

し
ま
す

そ
の
他
▼

入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

県
住
宅
供
給
公
社（
住
宅
政
策
課
）

（
☎
0
2
7

－
2
2
3

－

5
8
1
1
）

（
F
A
X
：
0
2
7

－

2
2
3

－

9
8
0
8
）

安
政
遠
足

　子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す

日
時
▼
5
月
8
日（
日
）

○
小
学
生
低
学
年
ス
タ
ー
ト
…
午
前
9
時

（
予
定
）

○
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
ス
タ
ー
ト
…
午

前
9
時
15
分（
予
定
）

コ
ー
ス
▼

○
小
学
生
低
学
年（
武
家
長
屋
前
〜
二
葉
幼

稚
園
前
折
返
〜
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生（
武
家
長
屋
前

〜
二
葉
幼
稚
園
前
折
返
〜
労
金
前
折
返
〜
文

化
セ
ン
タ
ー
）

対
象
者
▼

市
内
在
住
・
在
学
の
大
会
当
日
に
小
学
1
年

生
〜
中
学
3
年
生
の
児
童
・
生
徒

参
加
費
▼
無
料

定
員
▼
1
5
0
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

申
込
方
法
▼

　所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
□ス 

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
4
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
で
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
仮
装
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん

問
合
せ
▼

□ス 

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
3
8
2

－

2
5
0
0
）

県
営
住
宅

　4
月
定
期
募
集
の
ご
案
内

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

（
連
帯
保
証
人
不
要
、
単
身
で
の
申
込
可
）

※
そ
の
他
、
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
10
分
前
に
は
ご
着
席
く
だ
さ
い
）

会
場
▼

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク

　多
目
的
室

（
原
市
1
9
9
0

－

1
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
で
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
合
せ
▼

安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

（
☎
0
8
0

－

7
7
1
8

－

1
4
6
7
）

（
水
曜
除
く
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
・

土
曜
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
）

M
ail:A

nnaka-hidam
ari@

kem
.biglo

be.ne.jp

健
康
通
信

　新
年
度
を
迎
え
る
4
月
、
環
境
が
変
わ
る

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
時
期
は
、
心
と
身
体
に
も
変
化
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　睡
眠
は
心
と
身
体
の
健
康
を
守
る
た
め
に

大
切
な
要
素
で
す
。
忙
し
い
と
睡
眠
時
間
が

短
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
睡
眠
の
質

が
良
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。　そ

の
一
つ
が
入
浴
で
す
。
就
寝
前
に
一
時

的
に
体
温
を
上
げ
、
就
寝
時
に
体
温
が
下
が

る
こ
と
で
質
の
良
い
睡
眠
と
な
り
ま
す
。

　入
浴
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
就
寝
の
2
〜
3
時

間
前
が
理
想
で
す
。
自
分
の
体
調
や
好
み
に

合
わ
せ
て
温
度
な
ど
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

　市は、平成29年9月に制定した手話言語条例に基
づいて、手話への理解を普及させるためさまざまな
取り組みを行っています。
　今回はその中のひとつ、手話講座を紹介します。
　講座では聴覚障害
のある「ろう講師」
が手話を表し、それ
を手話通訳が読み取
り受講生に言葉で伝
えます。受講生は覚
えた手話や身振りな
どを使い、ろう講師とコミュニケーションをとるこ
とで手話を身につけていきます。
　今後も手話講座などを通じて、市民が共に生きる
地域社会の実現を目指していきます。

※広報あんなか5月1日号から手話コーナーの連載
が始まります

問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話言語条例制定から
5年目を迎えます

　4月から、アミヤ医院を追加した次の医療機関
で、新型コロナワクチンの小児（5～11歳）接種を
行います。

　なお、接種は強制ではなく、希望される人のみ
が受けることができます。
※接種日などは、各医療機関へお問い合わせくだ

さい
※接種に関する詳細は、市ホーム
　ページをご確認ください
問合せ▶
□本 健康づくり課ワクチン接種対策室（☎内線1640）

新型コロナワクチンの
小児（5～11歳）接種

医療機関の追加について

　医療機関名
アミヤ医院
おにかた医院
ながしま小児科

藤巻医院

（50音順） （3月14日時点）

　　　住所（電話番号）
原市1431-3（☎385－1511）
下後閑1635（☎385－1351）
下磯部1019-1（☎382－6063）
松井田町松井田556
　　　　　　（☎393－1324）



行　　事　　名

● 春の全国交通安全運動（～15日）

● 安中市長選挙期日前投票（～16日）
　□本　　・□松　　　8:30～20:00

● 安中市長選挙投票日
　市内49投票所

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17

18
19

日
20
21
22
23
24
25

26
27
28
29

30

1
2
3
4
5
6
7

曜日
水
木
金
土
日
月

火
水
木

金・祝

土

日
月

火・祝
水・祝
木・祝
金
土

行　　事　　名

● 第5回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● ふるさと学習館春企画展
　「文学・芸術の中の安中」（～7月4日）

曜日
日

月
火
水
木
金
土
日

日
8

9
10
11
12
13
14
15

行　　事　　名
● 安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前スタート　8:00～
● 子どもミニ遠足
　武家長屋前スタート　9:00～

4 月
曜日

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火

5 月

相 談 案 内 4 月１日 ▼5 月１５日

あんなかスマイルパーク　4/5・12・19・26
　　　　　　　　　　5/2・6・9・10・11
恵みの湯　　　　　　4/5・19　5/6
峠の湯　　　　　　　4/1・2・12・26　5/10
鉄道文化むら　　　　4/5・12・19・26　5/10
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　4/5・12・19・26・28※
　　　　　　　　　　5/3・4・5・6・10
文化会館　　　　　　4/4・11・18・25・30　5/2・9
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

碓氷川熱帯植物園　4/5・12・19・26　5/6・10
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 4/4・11※・18・25※
 5/2・6・8・9・10
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 4/5・12・19・26・27※・28※
　 5/6・10・11・12・13
いきいき長寿センター 4/4・11・18・25
 5/2・6・9・10・11・12

行事カレンダー 4 月１日 ▼5 月１５日

（4月1日～5月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

4　 月 5 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3
9・2 4・6
16・19・7
1 2・2・4
15・8・17
13・1・18
14・26・22
10・11・5
20・21・3
23・25・6
9・2 4・7
16・19・4

12・2・17
15・8・18
13・1・22
14・26・5
10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7

23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17
9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6

2425 2022年4月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
4/1　5/6　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 4/7・21　5/12　 9 時～ 11 時 30 分
□松  4/4　5/2　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 4/5　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 □本　　 4/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  4/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 4/1・15　5/6　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
4/14　5/12　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 4/7　5/2　13 時～ 16 時

令和3年度交通安全ポスターコンクール
小学校低学年最優秀賞

磯部小学校3年（当時）　塩原　京汰

令和4年春の全国交通安全運動
運動期間　4月6日（水）～4月15日（金）
交通事故死ゼロを目指す日　4月10日（日）
年間スローガン　「大丈夫！」　自己の過信が　事故招く
サブスローガン　ちいさなて　きづいて　ぼくがわたります
運動の目的
　広く県民に交通安全思想と正しい交通ルール・マナーの普及・
浸透を図り、交通事故を防止すること。
運動の重点
○子供を始めとする歩行者の安全確保
○歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上
○自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

　市民課
休日窓口開設日

4月3日・17日　5月1日・15日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です
※新型コロナウイルスの影響で中止になる場合があります



行　　事　　名

● 春の全国交通安全運動（～15日）

● 安中市長選挙期日前投票（～16日）
　□本　　・□松　　　8:30～20:00

● 安中市長選挙投票日
　市内49投票所

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17

18
19

日
20
21
22
23
24
25

26
27
28
29

30

1
2
3
4
5
6
7

曜日
水
木
金
土
日
月

火
水
木

金・祝

土

日
月

火・祝
水・祝
木・祝
金
土

行　　事　　名

● 第5回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● ふるさと学習館春企画展
　「文学・芸術の中の安中」（～7月4日）

曜日
日

月
火
水
木
金
土
日

日
8

9
10
11
12
13
14
15

行　　事　　名
● 安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前スタート　8:00～
● 子どもミニ遠足
　武家長屋前スタート　9:00～

4 月
曜日

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火

5 月

相 談 案 内 4 月１日 ▼5 月１５日

あんなかスマイルパーク　4/5・12・19・26
　　　　　　　　　　5/2・6・9・10・11
恵みの湯　　　　　　4/5・19　5/6
峠の湯　　　　　　　4/1・2・12・26　5/10
鉄道文化むら　　　　4/5・12・19・26　5/10
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　4/5・12・19・26・28※
　　　　　　　　　　5/3・4・5・6・10
文化会館　　　　　　4/4・11・18・25・30　5/2・9
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

碓氷川熱帯植物園　4/5・12・19・26　5/6・10
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 4/4・11※・18・25※
 5/2・6・8・9・10
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 4/5・12・19・26・27※・28※
　 5/6・10・11・12・13
いきいき長寿センター 4/4・11・18・25
 5/2・6・9・10・11・12

行事カレンダー 4 月１日 ▼5 月１５日

（4月1日～5月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

4　 月 5 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3
9・2 4・6
16・19・7
1 2・2・4
15・8・17
13・1・18
14・26・22
10・11・5
20・21・3
23・25・6
9・2 4・7
16・19・4

12・2・17
15・8・18
13・1・22
14・26・5
10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7

23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17
9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
4/1　5/6　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 4/7・21　5/12　 9 時～ 11 時 30 分
□松  4/4　5/2　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 4/5　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 □本　　 4/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  4/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 4/1・15　5/6　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
4/14　5/12　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 4/7　5/2　13 時～ 16 時

令和3年度交通安全ポスターコンクール
小学校低学年最優秀賞

磯部小学校3年（当時）　塩原　京汰

令和4年春の全国交通安全運動
運動期間　4月6日（水）～4月15日（金）
交通事故死ゼロを目指す日　4月10日（日）
年間スローガン　「大丈夫！」　自己の過信が　事故招く
サブスローガン　ちいさなて　きづいて　ぼくがわたります
運動の目的
　広く県民に交通安全思想と正しい交通ルール・マナーの普及・
浸透を図り、交通事故を防止すること。
運動の重点
○子供を始めとする歩行者の安全確保
○歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上
○自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

　市民課
休日窓口開設日

4月3日・17日　5月1日・15日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です
※新型コロナウイルスの影響で中止になる場合があります



18歳から
成人に

社会へ
踏み出す

第
一
歩

ダンボールコンポストを
　　　　　 無料配布します

オトナ

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか

広報

発行　安中市役所　〒379－0192  安中市安中一丁目23-13　☎382－1111 
編集　企画経営部情報戦略課　印刷　碓氷印刷株式会社

※広告内容については、広告主に直接お問い合わせください

vol.193
2022（令和4年）

262022年4月1日号見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

問合せ▶　環境政策課環境推進係（☎内線1883）

▲生ごみを中に入れて、しっかり
　混ぜます。

応募条件

　家庭から出る生ごみの減量とリサイクルの促
進を目的として、ダンボールコンポストのモニ
ターを募集します。
　ダンボールコンポストとは、ダンボールと母
材（土壌改良剤）を使った生ごみ処理器のこと

です。生ごみを投入して混ぜることで、微生物の力で生ごみが分
解され、熟成させると、堆肥として活用できます。一般的なコン
ポストと比べて、家庭で手軽に使うことができますので、興味が
ある人はぜひお試しください。

4 1

安中市公式SNSをご利用ください。

ク

200箱
限定
先着順

▲ダンボール（縦約35㎝×横約40㎝×高さ
　約40㎝）と母材、説明書を配布します。

対象者▶
市内在住（1世帯につき1つまで）で、①または②を満たす人
①使用後の結果や感想についてのアンケートに協力していただける人
②使用の経過をSNS（ツイッター・インスタグラムなど）で発信できる人
配布開始日▶5月2日（月）（予定）
※予約は4月1日（金）から受け付けます
配布場所▶
□ク 環境政策課または□松 総務管理課まで直接お越しください。

広　告 広　告

広　告 広　告
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